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教育段階における高等皐校の地位の研究

高等学校生徒の進学態度と
第二次報告一

学習態度についfの調査

研究代表者 城戸幡太郎

この研究は，北海道大学教育学I恨の綜合研究として昭和29年度の文部省科学研究助成金によって行

った調査についての都2次の報告である。銘 1次報告では，との研究の目的に関係ある従来の調査資料

を検討して，それらで以りあげられてU、なかった問題にヲいて調査した結果から，主として尚等学校の

教育課艇及び生徒山内校進学 ~J!1.!trll にづいてω調益結果を報告したのであるが，この報告では，特に大

学と l勾校との連関をp.lj越として調査した結果を報告することにする。結果の集711・:&び説明は j~ として県

出苧:直1¥が担l当したが，特に新入学生にl捕する資料は一般教義郎の調査によるもので，その発表を許され

たit.JII純彦縮長ω御好;訟を感謝する。

第一章調査の目的
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この調査では次の如き問題にういて，その笑態を明らかにし，将来解決を必要とする問題点を発

見しようとした。

1 .第1弐報告によって明らかにしたように，現在の高等学校教育は中等教育の普及を目的とし

て義務教育の修了者に進学の機会を与えることが理想であるが，学校施設の不足及び不備と，

大学への進学指導のために，中等教育の完成治目的とする教育課程に不合理な点を主主ぜしめて

U 、る。

2.その結果は高校進学への選抜試験によって中学校と高等学校との聞に紛争をかもしだしてい

るのであるが，それは結局大学の選抜試験に問題が見出されることになる。

3.大学は鯵戦後著しく増加し大といっても，それは従来の専門学校が大学と改称されたものが

多く，実質的にはそれほど増加したとはk、えない。したがって，大学への進学は高等学校生徒

の増加にともなって以前よりは悶難になっfこといえよう。(この現状については文部省調査局

の文教費料第4集「大学と高等学校との関連ー進学を中心として」によって明らかである。)

4.大学進学が困難になったといっても，それは進学希望者が有名校へ集中することが特に問題

になっていることは前記の文部省の調奈資料によっても明らかである。

5.この結果から有名校への進学希望者にはいわゆる受験浪人が多く，第一聞の受験で入学する

ものが少くなっている。これは高等学校における進学指導にとって大きな問題であり，受験準

備のための受験学校が公然と認められていることは学校制度ぞ不合理なものとし，学校教育に

無駄治生ぜしめるものである。

6.大学は4年制として専門教育に応じて学部が設けられているが，大学教育においても一般教

育の必要が認められ，その教育課程及び管理組織が不徹底なために，一般教育を1年乃至2年

にまとめて履修させるために.4年制大学が前期の一般教育と後期の専門教育に分割され， 選

抜試験が主として一般教育の翻ヰによって行われるために，高等学校における職業課程の選択

履修が不利となるので，普通課程が偏重され，職業課程を主とする高等学校よりの進学率は低



46 械戸幡太郎

くなっτくる。

7. 大学には総合大学の外に単科大学もあり，専門教育~主とする短期大学もあるので，高等学 h
耳

校におけるそれらへの進学指導は徹底じなくなり， 1---1こがって生徒の進学態度も不安定なもの

になりはしないか。

8.大学が履修科目や要望するようになれば，高等学校の教育課税はそれに影響されてくるか

ら，学校の教育は自主性に乏しいものになりはしないか。

9. 高等学校の教育課程に選択制が認められていても，それは生徒の個性~1中長させることより

も，受験による学習態度の拘束になりはしないか。

10.大学によって学生募集の方法がまちまちであること(例えば入学に際して，学部志望そ明確

にするちの，文類と理類に大別するもの，学科まて事選定させるもの，なのは高等学校におけ

る進学指導沿凶惑させはしないか。

11 .大学へ進学しようとするものは，将来決定すべき専門教育に対してどのような態度をもって

いるカ、。

12，大学への進学希望は高等学校の立地条件と関係があるカ、。

13，大学への進学希望は生徒の生活条件と関係があるか。

14，大学への進学率は地域的(例えば都会と村落の如き〕に相違があるか6

15.高等学校の教育はどの程度の学力を生徒に要求すべきであるか。

これらの問題を考えながら資料の集計に当ったので・あるが， 受験生についての調査は昭和29年

度における北海道大学の入学試験そ利用して行ったものであるから，高校生の受験態度に関する一

般的な傾向を問題とするものとしては安当でないかも知れない。

北海道大学はいわゆる有名校のーっと認めてもよかろうが，大学の教育は1年半の一般教育を修

了してから各学部へ進学させることになっている。したがって入学試験は一般教養部で行い，文類

と理類に分けて受験させるから，受験の際に志望学部は指定させないことになっている。したがっ

て，学部への移行に際して学生の希望が特定の学部に集中するために， 学部の定員に不均衡是生

じ，それぞ定員で制限しようとすれば，希望しない学部に無理に編入させられることになり，それ

を欲しなければU、わゆる学内浪人とならざるそえない。学部としても，希望しないもの沿無理に教

育しでも効果は認められないし，定員に満fこない学部は勢い成績の不良な学生を編入させることに

なる。もし学部で適格f三と判定するものf三けを編入させようとすると編入試験をすることになる。

それでは大学は事実上，一般教育の前期と専門教育の後期の二つの学校に分割されることになる。

これでは4年制大学の制度は崩れ，専門教育は不徹底になって学生の学力は低下せざるをえなくな

るのではないか。これは一般教育を重視する新制大学の当然の結巣であるともいえるが，巣して大

学教育はそれで・よいのかという疑問診生じてくる。これは北海道大学記けの問題ではなし一般に

総合大学における一般教育と専門教育の関係に関する問題であろう。この問題を解決するには，こ

の制度がどのような結果をも7こらすかを調査して見ることが必要である。

第二章で示しすこ調査は特に現行の入学試験が受験生に対してどのような影響を及ぼしているカ、を

見ょうとしたものである。この結果から受験生の進学態度と学習態度の実態が明らかになっfこが，そ

れと高等学校における教育課程の現況を比較してみfこのが第三章に示しすこ調査資料である。これに
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よって高等学校の教育課程改造の目標やどこにおくべきかの問題点が発見されるべきであろう。し

かし教育課程の改造は大学と高等学校との連関だけから考えるわけにはいかない。現行のような教

育課程では生徒の学力はどのような桂成のものになっているか。これは高校生の学力誹箇々実施し

てみなければならないが，ここでは特に義務教育修了時に実施され7こ中学生の基礎学力の調査と比

較してこの問題点を発見してみたいと思う。第四議はこの調去の結果や示したもので，これは昭和

29年岩見沢地域の高等学校について行ったものである。学力検公としては日本教育学会で行った

「中学校生徒の基礎学力」についてのテストで，国語，社会科，数学，理科のアスト問題で全国平

均40%以下の正答率しか示さなかったものの中から選んだ問題や高等学校(全日制普通認ー程，全

日制職業謀程，定時制線程の学校)の生徒lこっu、てテストしてみたものである。

第二章受験生に関する調査

~ 1 入学試験Kゐける調査

本調査の受ける制約入学試験は受験生にとってまさに一身上の重大事で、ある。そこで，入学試

験再P対象とする本調査の実施にあ7こってiふこのような受験生の身心上の状態を出来る冗け撹乱し

ないように細心の注意やはらった。それはまた，入学試験を実施する現場の当事者にとってもそう

( であっ7こ。 50∞人に余る受験生をあっかうことに当面させられている人達に，更に別の業務を蒸す

h、、

ゐことによって事故を惹起する恐れがないかけでもなU、。それらの点に，この調査の実施に困難が

あり，ひいては結果に欠陥が生じ7こことも否定でき広U、。それは或いは，余りにも入学試験に対し

て細心であり警戒しすこすこめであったというそしりをまぬがれないかも知れないが，調査を実施した

側にとっては今のところやむを得なかったというより他にない。

まず，基本的な態度として，本調査は入学試験の正規の一過程の中に繰り入れないことにし大。

それは， J:Iこ述べたようなところにも原悶がないわけではなU、が，根本的には，この調盗が試験を

実施する組織の内からの要請によるものでないというところにあった。即ち，試験者P実施する委員

会と本調差是を実施する側とは全く}}Jj1闘のものであって，後者l立三誹資実施につき前者に承諾~求め協

力~求めたのであった。それはいうまでもないことであるが，入学試験が本体であっTこからであ

る。そこで，本調査は入学試験と別のものであることぞ受験者に知らせ受験番号氏名は記入しない

ことにした。このことは調査用紙の回収率ぞ悪くし回収されfこ用紙にも記入しなU、項目があらわれ

不明として整理せざる栓得ないものを多くしすこことはU、なめない。しかし，その信怒性については

失った面もあるであろうが，受験番号氏名ぞ記入することによって失うものもあるので， どちらが

好ましいとU、うことは一概にはいえないのではないかと思われる。

調査方法標本調査による方法も考えられるが，受験番号の始と終りとで偏りがあることが考え

られ，それについての知識が明確に得られないこと，ますこ特定の受験生を対象とすることによる心

理的・事務的な影響も考え合せて，悉皆調蚕によることにlノナこの

そうfごとすれば，受験のいつ実施するかが問題となる。以 i二lこ述べたような次第で，学科試験の

前に実施することは不可能でーある。そうかれ、って学科試験終了後再ぴ集めて実施することも，数
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千人zを診こえる受験生相手.で
このような方法zぞ診笑施lし./-t::こが，東京・札腕においては身体検査時に実施しすこ。東京・函館において
は都合よく安施できfこが，札幌においては多くの難点に遭遇しfニ。 Mといっても集合する受験生が

多く完全な君主J屈が困難で・あっすこ。札幌市内高等学校出身者は身体検資沿別にしていたが，特にその

前年度以前卒業者を一団としたすこめ，そこからの回収には異常な努力を要し・7こ。

札幌・東京では，身体検奈のすこめ集合している時に，調盗用紙巻配布して説明し記入させすこ。所

袈時間は 20分から:30分で、あつ土。凶l館では受験人数が少なかっすこすこめ，受験直後集合して実施し

ずこの

調査用紙 調交用紙は美濃版のずラ統一枚に印刷しにものぞ使用しすこ。

教 育 調査

こω調査は入学試験とは全く関係ありませんn 大学の入学試験やその他の制度について考えなおす基

礎資料とするために，北梅道大学教育学却が行う実態調査です。受験生諸沼の協力をお願いU、たします。

下の欄で.I二二|ω帆該当する文字を記入して Fさ川また. ( )の中にある項目白うち
で該当するもむにはO.該当しなv・ものにはXをフけて下さい。

1 i& ~蓋 (文書買・現類・水産〉 性別(男・女〉

2川出 身に二コ商等学校〈恰全日附制.倍姉定蜘時制〕湘諜干一業糊抑課棚棚務穏l)[二二lん科粉〉昭
口年判3月引く卒業・卒業みこみ〉卒業校内所在地仁二Ic都道府県)1二二二ICrIi医町村〉
3 将 来|二]学部仁二|学科志望(1:tc"， はっきり定めてない人は脅かなくてもよろい J

4本即時験校 11_二二こい[二二]3仁二コ
5 高等学校における受験の諜外指導 (1受講して".た。 2課外はあったが受講じなかった。 3課外

指導はなかった。〕

在学中に予備校あるいは講膏会に〈出たことがある。 出た ζ とはない。〉

模擬試験を仁ゴ悶受けた。〔受けたことのな叫は 0回と書いて下d"'0 i 
受験雑誌を〈とっていた。時々かっていた。かったことはない。〉

受験抑制仁二l新もっている。
6.下にあげ学科を履修した学年をかいて下さい。

空一一一竺 l型担割金主lE童J.!巴l竺ーとl!!IiJI丞陛竺!竺恒例竺
履修学年 11 1 1 1 1 I I 1 __1 

7 受験に選択Lたあるいは選択しようとする科目

〈一般社会・世界史・日本史・人女地斑・時事問題)(僻い解2・幾何・一般数学)(物雌・化学・生

物・地:め

8 家族の生計が維持されている主な産業 Eーヲ以上でもよい。〕
(J 農業 2体業及び狩猟業 3漁業及び水産養殖業 4鉱業 F建設業 6製造工業 7卸売及び小売業

8 金融及び保険~~ 9不動産業 10運輸通f言及びその他の公益業 ilサーピス業 12公務 13その他

14無業 15不詳〕

〔説 印刷出版新開業は製造工業， 活力水道がス供給は運輸通信及びそのi也の公益業，修正!It・映

iilii劇場・遊戯場・娯楽場・医療保険・法務・教育・宗教・非営利団体はサーピス業，土地開拓

業は不動産業，裁判官・拍子官は公務〕

9 本校を選んだ理由くl白色通学ができる。 2親類知人宅から通学で告る。 3その他〉

10 挙 資(J績から出る。 2親及び親類知人から出る。 3親類知人からHIる。 4親あるいは親類
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知人からは一部しかIJ:Iない。 5tli.あるいは級類知人から全<ttIなU‘。)

11 本年3月以前に率業していた入lま次のことに答えて下さい。

卒業後今日主でιt，として受験i¥li備をしていた。勤めながら受験準備をしていたJ
予備校あるいは講習会に通学していた l州市を設いて下さいの通学していなかった人はOカ月と普い

てー下さい。

仁二ゴカ月 予備校あるUは講習会の所在地はl悌・服・その他仁二コ〉

昨年の受験校 11=二二12仁三コョ|二
一111，1，1三の受験校 11二二二121.___:.:.~:~二 ]3i : 

調査期日

東京試験場 3月1，2日

函館試験場 3月4日

札幌試験場 3月， 5， 6， 7， 8日
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なお，特別な理由で札幌市出身者中身体検査を上述の日に受けなかっfこ者に対しては，出身学校

と連絡をとったり，調査用紙や切手やはった返信用封筒に同封して郵送しにりして極力回収を多く

するよう努力した。

合格者に劃する調査受験生に対する調査と比較するために，入学直後一般教養部が行った調査

身整理して合格者についてまとめた。

~ 2 回収率と信頼区間

iIIj1ffiでのべにような被i調奈者のおかれた特異な状態，まfこ弐にかかげるような回収率からくる制

約はあるが，この調査用紙にあらわれるところをもって一応受験生の状態であるとして，考察巻進

めることにする。従って，ここで以後受験生というのは，受験生そのものではなしこの調査用紙

を返しれ受験生のことであり，受験生の状態というのは，回収されすこ調査用紙にあらわれすこ受験生

のことなのである。それで，実際の受験生との聞に偏りがあることは認めなければならない。七と

えば，調査用紙を返すことを拒否する者がある特定の傾向ぞもった受験生であっfこり，記入.:a担否

してこちらで不明として整理せざる沿得ない項目が特定の項目に多い，ということはあり得る。

回収率.:a志望類科別にまとめると弐のようになゐ。

二二二]~i~亙E恒I~~;~~~記[豆雪ー
文類 14491 1032 1 71.211 

理類 37541 2694 1 71.8 11 

漁・遼 2同 19可1 76.0 11 80 

不明 -1 同|ー

計 11 開 71 労731 72.8¥1 剛

備考試験放楽者，文76，現 176， ift.l・迷23計
275は受験者数に入っていなU、。

本学では，文類・酒類とのみ大別して募集

し，学部.:a分けていない。但し，水産学部の

うち漁業学科・遠洋漁業学科は船員免許法の

適用そ受りるため特に学科を始めから指定し

て募-l4~している。

この調査では，不明というのがかなり目立

つが，それは殆どの場合被調ゴ筆者がその項目

については記入しないで返しfこもののことで

ある。
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f なお，本学で在学生に対して調4去しfこ経験によれば，回収率は60%t:.1I、が普通であって. 70% 

;a.こえることはきわめて少いことがわ1j、っている。

信頼冨間 回収が，全くランダムに行われfことは考えられなu、。そして，そこに実は問題があ

り，この結果に偏りがあるおそれが多分にあるのである。しかし，一応ランダムに回収が行われに

と仮定して，信頼度95%の信頼区聞を

1. 96"，/!，JL-I':J JN~_ r.! 
可 n 可 N-l

によって10%ごとに求めてみると，ヨたのよ.うになる。

二二二二二二二~~II~~望号君主亙亙[刊さ竺l坐至福I___~~乞
金栄験生を対象にしたと告

文類の受験生を対象にしたと-d-

JII[類山受験生を対象にしたとき

土 0.49%1 土 0.63%1 土 0.74%1 士 0.80%1士 0.151%

土 0.949る|士 1.26%1 土1.44%1 土1.53%1土し57%

士 0.60%1 土 0.80%1 土 0.95%1 土 0.98%1士1.00%

~ 3 出身学校とその所在地

戦後，教育の機会均等がさけばれ，そのあらわれとして定時制高等学校が設置され，大学は全日

制であると定時制であると，普通課程であると職業課程であるとや間わず広くその門戸を開放した

はずである。果して，現実にておいはどうであろうか。

受韓生大学入学志願者において，全日・定時・普通・職業によって，ま7こその高等学校が市

部にあるか郡部にあるかによって， どのようなちがu、があるかぞみずこ。

五二二虻一三三~-竺J型_L竺:f]些J_主-土|三-~一一竺一一
iti 

郡

首十

部

3541 
(89.2) 

12ラ
(3.1) 

71 
(1.8) 

235 
σ.9) 

3972 
(¥00.0) 

記入をしなかった者を不明としfこが，それにしても全日制普通課程の高等学校からの受験者が90

%をこえることは，まず疑いないとみてよいであろう。

またここで明らかなように，市部の高等学校出身者が75.6%をしめている。

合格者合格者について同様にしらべてみると次のようになっている。

71--L土I1 全日普通 全日職業|定 定

司i 部
8¥0 17 2 
(97.6) く2.1) (0.2) (0.1) 

郡 部 11
199 l 1 
(99.0) (0.勾 (0.勾

前
i009 18 3 
(9'1.9) (1. 7) (0.3) (0.1) 

計

830 
(100.0) 

201 
(¥00.0) 

¥031 
(¥00.0) 

金合格者に対して，市部出身は80.6%.郡部出身は 19.4%にあたる。受験者に対しては.i'!i部

出身は75.6%.郡部出身は24.4%であるかも.5%だけずれがみられる。また， 市部全日制普通
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課程の中には女子27人やふくんでいる。

これら二つの表から合格率の比較Zをするとよいのであるが，調安用紙ぬ回収率がよくないため正

確に合格率を比較することは無理である。しかし，地域及ぴ出身学校につu、ての相違をみるために，

一応，令格者+受験者をとってみると，市部合計では0.277. 全日制普通で郡部合計で怯0.206，

郡部0.230となっている。これらから，合格率は市部と郡部とでひらきのあることは市部0.304.

がわかる。

その出身学校はどのよ

うになっているかや調査してみた。

E17K1r石両-1E亙1互3-IZ-一五一-r-瓦一『
器11 ~f~ 1 

ここでさらに，合格者を文類・現類・漁業及び遠洋漁業科に分けfことき，

計
類(事

額(事

文

理

これを文類理類に合格者全体についてみると，市部出身80.6%，郡部出身19.4%で、あったが，

文類では市部出身82.6%，郡部出身その間にかなりのちがいがみられる。即ち，分けてみると，

郡部出身20.2%となる。17.4%であるのが，理類では市部出身79.8%.

入学後の志望~ 4 

受験生は入学後rの学部に進むことや希望しているのカ守みてみよう。
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希望者というのは回収数内における希望者であって，回収数は全志願者より少いから，真の希望

者はとθ値より少くはなν、。全希望者とい号のも，それであヲて金回収数をν・うのである。

考備
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この表からわかるように，文類q;.志望する者の28.6%，理類を志望する者の32.6%は将来進む

べき学部までを定めていない。但しこれは，本学のように学部在指定しないで受験させているという

条件のもとで考慮すべきである。なお，進むべき学部の学科までlEL..く指定しているものは，文学

部では51人，工学部では432入，農学部では224人，理学部では55入で， ，それぞれの学部に対す

る百分率は文学部39.2%，工学部53.85弘農学部64.6%，理学部34.6%である。

合格者次に合格者について入学後の志望をみよう。

なお，この場合，本来漁業学科・遠洋漁業学科に行く者として別に応募し入学した64入の者の

iゃから，商業部(そういうものは本学に存布しない)1入，農学部1人，文学部3入，工学部2人，

医学部2人，理学部1人，法学部1人 計10入他学部を志望する者があらわれたが， それは加算

しなU、ことにしfこ。
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受験生に対する調奈と合格者に対する調査

とで，かなり著しい差違がみられる。まず，

進学学部の未定の者が，文類では受験生の29

%，理類では33%であったものが合格者で

はいずれも約2%にすぎ.ない。このことは，

入学試験によって進学する学部を定めていな

いこ庁がふるい部される割合が定めている者に

くらべていちじるしく多かつ1-:か，入学後進

むべき学部を定めるlこ奈つfこ者が多かった

か，のいずれかであろうが，樹F者によるもの

が多いのではないかと想像される。このよう

に，進学すb学情rs未定の者が減少したfこめ，

受験生についての学部希望の割合にくらべて

合格者の学部希望の割合は増加してくる。 fことえば，文類では，経済学部では37%でつあたのが

525弘法学部では 18%であっfこのが25%，文学部では 13%で、あっ7このが21%となってくる。

理類では，工学部では30%であaつTこのが38%，医学部では 18%で、あったのが34%に，農学部で

は13%であっfこのが14%，理学部では6%であっfこのが11%となってくる。例外として， 逆に

減少するものに教育学部と獣医学部とがある。

合格者について大づかみにいうと，文類では半分が経済部，1/4が法学部， 20%が文学部，理類

では40%が工学部，1/3が医学部，1/7が農学部， 10%が理学部を希望している，ということになる。

~ 5 家計の維持されている産業と志望

どのような産業で家計そ維持している家の子弟が大学に進学しようとしているのか，また，その

子弟はどのような方向に進もうとしているのであろうか。それぞ調査したのが次の表である。
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2.林業，狩猟署長:

3.漁業. *~主義嫡業

4.鉱

5.建設業

6.製造工業

業

業
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9.不動産業

10.運輸・通信
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13.そ の イ也

14.無

15.不

計-

業

業
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(1.4) 

75 
(1.8) 

249 
(6.1) 

163 
(4.0) 

296 
(7.3) 
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(10.8) 
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(3.6) 

25 
(0.6) 

287 
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404 
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(1. 7) 
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149 
(14.1) 

44 
(4.1) 
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(0.4) 

84 
(7.9) 

110 
(10.4) 

222 
(21.0) 

91 
(8.6) 

20 
(1.9) 

40 
(3.8) 

10ラ日
(100.0) 

37 
(1.2) 

57 
(1.9) 

189 
(6.3) 

122 
(4.0) 

223 
(7.4) 

293 
(9.7) 

103 
(3.4) 

21 
(0.7) 

20ラ
(6.7) 

294 
(9.7) 

693 
(22.9) 

2可9
(7.9) 

48 
(1.6) 

1."32 
(4.3) 

3024 
(100.0) 
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1.7 

6.8 

4.6 
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2.2 

3.8 

1.8 

0.1 

ラ7.2

100.0 

14.6 
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3.1 

2.7 

1.7 

3.5 

3.4 

0.5 

2.8 

3.3 

1.7 

0.1 

61.9 

100.。
備 考計がl叫収数より多いりは. Ji:;j一人でご.つ以上の産業を指定した者をそωまま加算したためである。

受験者全体について家計を維持する産業を多い方からあげると，公務22.4%.農業11.0%.卸

売及ひ、小売業10.8%. サービス業9.9%. その他8.0%.運輸通信7.0%となっている。文類に

ついてみると，公務21.0%.卸売及ひツj、売業14.1%. サーぜス業10.45弘 その他8.6%. 運輸

通信7.9%. そして農業7.6%となっている。理類についてみると，公務22.9%.農業12.3%.

サーピス業9.7%.卸売及ひヂ小売業9.7%となっている。ここで，現類で多かった農業が文類で少

くなること，その代り理類で農業より少かつ7こ卸売及び、小売業が文類では多くなってきていること

が顕著な現象として目立つ。

L、 文類宅旨志望すゐ者と王虫類;を志望する者との聞には，その家計を維持する産業に相違があるかどう

か。:;C:2検定によると，

:;C:2ロ 39.4919

Pr{χ2ミ34.529}=0.1 n=13 

となって，手i意の差がみられる。

ところが，農業と卸売及び小売業をのぞいてみると，

χ2=10.7131 

Pr{がと10.3419}=0.50 n= 11 

務

業

詳
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となって，この二つの間には有意の援はみとめられない。

以上のことから，文類と理類宅旨志望する者との間にある家計そ維持する産業による相違は，農業

と卸売;及ひー小売業によるところが大きいことがうかがわれる。

なお，これら受験者の家計ぞ維持する産業と日本の国民の産業の構成そ比較してみると，そこに

大きな相違のあることが明らかとなる。特に，国民としては多くの部分を占める農業からの受験生

の少ないこと，説に，受験生を多く tl~ している公務は国民の産業分類の上ではそれ梓多くないこと

は目立つ現象である。

~ 6 学費の出所

受験生は学費に対してどれ托けの見通しをつけている記ろうか。そして，それは志望する学部に

よって相違があるかどうかを調査しれ。
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備考 志望類不明白54を除〈。こ乙では，法学部と経済学部をー絡にし，漁業学科・遠洋漁業学科を

水産学部とし;阻l類に入れた。

ここで判ることは受験生の大体85%の者は親・親類あるいは知人から学費の出るとU、ぅ予想の

もとに， 10%の者は一部分をそこから得る予想のもとに大学に進学している， ということである。

親・親類・知人から出ゐ，親・親類・知人から一部でるという割合は，文類と王担額とではよくにて

いる。ますこ文学部志望者と理学部志望者ともよくにてU泊。特に，文学部及び理学部~志望する者

は，共に親・親類及び知人から出る，という者が他にくらべて少ないことは注目すべき現議であ
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しかもこのこつの聞での割合は非常によくにている。

また，医学部への進学そ志望する者には，親・親類および知人より出ると考えfこものが他とくら

教育段捌における高等学校の地伎の研究

る。

司防

べていちじるしく多い。

*. 
度年業卒~ 7 

大体において，受験者の68%の者が本年度

卒業者であるとみてよい。

iH部と郡部における，現役， 1年浪人，2年

浪人， 3年以上浪人の構成ぞみてみると，

業卒度長手28 

χ2=5.575侃

Pr{χzミ;;6.25u=0.10 

数

業卒皮年ヴ，‘qJ“
 

お
年
度
以
前
卒
業

総

D=3 26年度卒業

となって， ili部と郡部の聞には相違ーがあると

はいえない。

即ち，本年度卒業者のー怖が大学を受験す

百年以度前卒業

ある者は合格しあゐ者は不合格とな

ゐ。不合格となつにものは必ずしも全部が，

その一部分の者が受験し，ある者は合格しめる者は不合絡とな

受験生において卒業年次によるいくつかの

それほどのちがU、は認められないが，司T部lこ比し

計A 
r:1 

るし，備考

ゐ。そこで，

層ができる。その層の構造l式市部と郡部とでは，

749 
(59.3) 
315 
(24.9) 
199 
(15.8) 

1263 

て，郡部は浪人層の割合が少しく上姐っている。これは市部と郡部とでは生活環境や学一併条件にか

なりの差違があり，浪人するものの割合は郡 一一一一一一一 一一

部に多し進学に不利な条件の下に置かれて

いるということに原闘している。
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即~，市部においては 60% 近くの者が， 郡部においては40%以上の者は多かれ!少かれ浪人中

予備校に通学していたのである。 しかも，

これら予備校は大都市にしかないのであるか

ら，交通機関与甘利用しすこり下宿し大りして通

学したであろう。

通学した予備校所在地別に受験生数是調べる

と右表のようになっている。

計

ili 部

部

546 

139 

685 

郡

苦「

合格者合格者についても同様の調査ぞすると次のようになる。
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2年浪人， 3年以上浪人の構成をみると，

X2=0.7524 

Pr{X2詮1.∞5}=0.80 n =3 

となって受験生の場合に比して， Tfj部と郡部

の聞の相違は挺に認められなくなる。

市部と郡部を合せすこ合計について受験生と合

格者との合格率ぞ比較してみ7このが弐の表で、

ある。

受験生では68%が本年度卒業者であるの

に，合格者では本年度卒業者は58%と10%

も少くなっている。その 10%の内訳は， 1年

前卒業で69o，2年前卒業で4%である。ま

7こ，受験生についてはその24.4%が郡部出

身であるが， 合格者についてはその19.5%

が郡部出身である。

もっとも， ここで・あげfこ受験者数は回収さ

れすこ調査用紙によって集計しすこものであるか

ら，多少の誤差はまぬかれない。正確に求め

るには入学願書によって集計すればよいのであるが，現，;{f.改めてそれや実行するfごりの余裕がない

ので一応調奈用紙から出土値によった弐第である。

ヨえに，文類と理類によってちがいはないかみてみよう。

28年度卒業で文類では市部で女子13入，同じく理類でも市部で女子14人巻ふくむ，ヲた頁上掲

表からみると，文類でも理類でも市部と郡部による相違は殆どないとみてよい。ところが，文類と

理類とではかなり相違がある。即ち，文類では当年度卒業の合絡者が約60%であるのに対して，

理類では当年度の卒業者は57%と3%t，三け少ない。その3%はどこでちがってきているのであろ

うか。 1年前の27年度卒業者の合格者の百分比は文類も理類も大体29.5%で帰ど異っていない。

その3%は2年前の26年度卒業生のところにある。即ち.文類と理類と合格者の卒業年度による構
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部|郡

類

部 「ーァ吾十
!I 理 顎
11 Tti 高I-~---:'ー詠一「一吉一一

109 23 132 343 86 429 
28年度卒業 (60.2) (60.5) (60.3) (57.う〉 (56.9) (57.4) 

71 1ラ 87 254 65 329 
総 数 (39.3) (39.5) (39.7) (42.5) (43.1) (42.6) 

28 
年 ヲ3 12 65 174 46 220 
度 27年度卒業 (29.3) (31.6) (29.6) 仁29.1) (30.り (29.4) 
j)J. 

13 2 15 63 16 79 前
卒
26年度卒業 (7.2) (ラ.3) (6.8) (10.6) (10.6) (10.6) 

業 F 6 17 3 20 
25年度以前卒業 (2.8) (2.6) (2.7) I (2.8) (2.0) (2.6) 

検 定 (0.5) (0.5) ー 咽幽

181 219 597 1うI 748 
Jrh ， 計 (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) 

成は，理類の方が卒業後2年fこった者が約3.4%t::け多くなっている。そして，その分f三け，当年

度卒業生の合格者の率が理類は文類より多い， ということになる。

，~ 8 本学以外の受験校

受験生は，本学以外の学校ぞ受験すゐことは当然であろう。そこで，本学以外の受験校を記入す

るように要求しすこ。本学の入学試験は第一次であり，当時まf三第二次に入、学試験を実施する大学は

願書を受付中であるような状態であるfこめ，本学以外の受験の決心ぞ明確にもつにいTこっていない

者もありうるであろう。また，そのようなことはないこと栓断つfこのではあるが，受験生が本学以

外の受験校脅かくことが，入学選考に影響があるという懸念をもっfこのでないか， ということも想

像される。従って，この調奈には信?s!:H告が問題となる。しかしながら，受験生が記しすこものについ

てある限定そもうければ，場合によっては参考にするに足るものもあると考えられるので，以下若

干それをあげてみfこいと思う。

まず，受験生が本学以外に受験しようとしている大学伝道内に求めているのか道外に求めてい

るのか， という問題である。

一--.-伊一一一 11 Tti-云「吊五 五町了下「一一一'一-一一

道内11σ:;;|勺|σ:::

即ち，受験生のあげている大学の大体45%

は道外の大学である。

また，受験生はそれらの大学をどのような

態度で選んでいるのであろうか。とにかく，
道外lω)1ω)I (45・2)

計 |looit;l(Iotzl(I;ぉ
どこでもよいから入学さえできればよい， と

いう考えなのか，それとも自分の進学すべき

学部をも考慮において選んでいるのであろうか。それをみるt=めに，本学での受験が文類か理類か，

また進学する学部が何かということと，本学以外の大学の専攻学部とぞ比較しようと試み?と。とこ

ろが，本学での文類理類ははっきりしているが，それ以上は必ずしも明瞭で、はないこと，記入しfこ

大学の学部が必ずしも明確で・ないこと等で， この調査以余り成功とはU、えなかった。しかし，明ら

かに本学と一致する，明らかに一致しない， というものについては参考にもなりうると考えて，結
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巣ぞかかげておく。

ここの不明は，従来のように無記入者甘さす

のではなく，被調査者が受験校の学部・学科

まで記載しなかったため，集計の際判定しか

ねずとものが大部分である。
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~ 9受験準備

高等畢校における受験準備高等学校が在校生に対しτ行う受験準備として，謀外指導をあげる

ことができる。それについての調査は弐の表のような結果となった。

一一一一一[玄両瓦--rム一時耐え…町二一 日i吋

:二日 ::31::jji三:;-「iilf:-
計

学校になかった

部
不

音f

受講した

あったが受講し
郷軍なかてコた

A、 計

学校になかづた

古事
不 明

計

明

1978 
(74.0) 

310 
(11.6) 

384 
(14.4) 

2672 
(100.0) 

349 
(40.2) 

218 
(25.1) 

567 
(65.3) 

172 
(19.7) 

130 
(15.0) 

869 
(100.0) 

44 
(42.3) 

46 
(44.2) 

14 
(13.う〕

106 
(100.0) 

4 
(19.0) 

6 
(2ぅ.6)

10 
(47.6) 

7 
(33.3) 

4 
(19.1) 

21 
(100.0) 

20 
(43.5) 

15 
(32.6) 

11 
(23.9) 

46 
(100.0) 

3 
(12.0) 

7 
(28.0) 

10 
(-40.0) 

9 
(36.0) 

6 
(24.0) 

2ラ
(100.0) 

87 
(48.6) 

34 
(19.0) 

58 
(32.4) 

179 
(100.0) 

16 
(28.6) 

10 
(17.<，)) 

26 
(46.5) 

12 
(21.4) 

18 
(32.1) 

56 
(100.0) 

2129 
cro.9) 
405 
(13.5) 

46-r 
(1う.6)

3001 
(100.0) 

372 
(38.3) 

241 
(24.8) 

613 
(63.1) 

200 
(20.6) 

158 
(16.3) 

971 
(100.0) 

説1外指導.:a利用しようと思つでも利用することのできない受験生が市部で14%，郡部で21%い

る。これらのことから，高等学校における受験指導という点では郡部の受験生は市部の受験生より

恵まれていない， ということがいわれる。

講習曾及び模擬試験模説試験というのはいろいろな名称をもってよばれているであろうが， と

にかく入学試験の形式で行う入学試験でない試験と考えてよい。講習会や模擬試験は，在学中の高

等学校が実施することもあるであろうし，他の機関が主催となって実施することもあるであろう。

まず，講習会についてみてみよう。ここでは講習会なるものに出席しfここと句有無のみやきいて

いて，それの出席回数をきいていない。従って，出土という者の中にも 1回出fこものもあり， 2回

出たものもあって，利用度に段階があることも考えられるの



謀外指導~受けようとすれば受ける機会に恵まれていた者は， さを日普通課程では市部74%，郡

部65%.全日職業課程では柿42%.郡部48%. 一一一 |市 元~I ~~ 部| 計
定時制では市部44%. 郡部幼児であった。 礼一一一 l ー """1一一一一

14021 372i 1774 
しかし，実際にそのような機会を利用してい 受講した 11 (札751 (38・3〉| 〈札7)

ない受験生もあって，全日普通課程では市部

66%郡部は 62%.全日職業課程では市部61

%しか課外身受けることができる状態にあっ

ても受講していなU、。なお，市部と郡部にお

教育段階における高等学校の地位の研究 ラ9

727 241 968 
なかった (24.2) (24.8) (24.4) 

小計
2129 613 2742 
(70.ヨ〉 (63. I) (69. I) 

学校になかヲた 11
405 60ラ
(13.5) (20.6) (1う.2)

ける相違もかなりあって，市部の学校，君l~'l郊の

学校とまとめてみると， :f~iの表のようになる。
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都

郎 a不

tc 31 9 37 
(27.6) (29.8) (19.6) (20.7) 

な
1621 66 30 99 ν、
(60.7) (6ヲ.5) (6ぅ.2) (55.3) 

明
3!3 7 7 43 
(11.7) (6.7) (1う.2) (24.0) 

計
2672 104 46 179 
(100.0) (100.0) く100.0) (100.0) 

170 6 3 7 
7こ (19.6) (28.6) (12.0) (12.5) 

な
ラ91 12 22 32 

U 、
(68.0) (ヲ7.I) (88.0) (弓7.1)

明
108 3 17 
(12.4) (14.3) く30.4)

計
869 21 25 ヲ6
(100.0) く100.0) (100.0) (100.0) 

815 
(27.2) 

1816 
(60.う〉

370 
(12.3) 

3001 
100.0) 

186 
(19.2) 

657 
(67.7) 

128 
(13.2) 

971 
100.0) 

上表から見れば，市部の受験生の 23%は講習会そ利用しているのに対して郡部の受験生は 20%

しか利用していない。逆からいえば， 市部の受験生では講習会に出席したことのない者は 61%で

あるのに対して郡部の受験生では68%いる， とトうことになる。

模擬試験については，その受験回数をもみてみTこ。この場合は，不明が課外や講習会の場合のよ

うに多くないので，より正確なことがいわれるのではないかと思う。

全日普通 全日職業|定 計

I図も受けなか 358 45 19 463 
'--. 6て2た (13.4) (~2.1) ( 41.3) (22.4) (1ラ.4)

市 11-4聞受けた
1078 40 21 76 1215 
(40.5) (37.4) (45.6) (41.5) (40.5) 

日-9間受けた 821 17 31 870 
(30.8) (15.ヲ〉 (2.2) (16.9) (29.0) 

l- 284 4 3 13 304 
(10.7) (3.7) (6.5) (7.1) (10.1) 

部不 明 124 l 2 22 149 
(4.5) (0.9) (4.3) (12.0) (号.0)

計 2“5 107 46 183 3001 
(100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) 
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74 
(8.η 

37 
(4.3) 

867 
(100.0) 

放戸 l鴎太郎

10 
(41. 7) 

14 
(号3.8)

14 
(2'，.9 

202 
(20.8) 

481 
(49.5) 

167 
(17.2) 

79 
(8.1) 

42 
(4.6) 

971 
(100.0) 

ここでも，全日制普通課程と全日制職業諜桂;及び定時制との悶に説外指導ゃ;搭脅と同じように大

きなちがu、のあることがわかる。また，普通課程においても市部と郡部の聞にやはり課外指導や講

習と同じように大きなちがいがある。即ち，全日制普通謀程では， 1聞も模様試験を受けなかった

者が市部13%であるのに対して郡部では 19%，さらに全日制職業課程・定時制では40%をこえ

ている。全日制普通課程について， とにかく模擬試験を受けた者は市部で82%，郡部で77%であ

る。しかし，ここで市部と郡部では受験回数の分布にちがいがある。市部では1-4聞が415払 5-

9回が31%となるのに対して郡部では1-4回が51%5-9聞が189ちとなる。

受験雑誌及び受験参考書以上調べ士課外指導・講習会・模擬試験は，いずれも外的なものであ

っτ，それや利用する機会があfこえられなければ受験生自身としては殆どなしうる手誌ではない。

ところが，受験雑誌及び受験参考書の利用は，むしろ受験生の側に主体性があるのであって本人の

意志によって如何ようにもなるものである。この点で，これら二つのものの聞には同じ受験準備と

いっても，大きな相違がある。

まず受験雑誌について調べてみよう。

一 ー一一三一目空空_L竺職業|定 時|不 明| 計

一年を通じて賀τコた

市 l時 k :t電った

買てコた ζ となし

部 l不

計

一年を通じて良った

郡 1時非民った

買ったことなし

部 1:不

jjt 

7 36 12 55 1030 
(33.6) (26.1) (30.1) (34.3) 

。 53 16 69 12ヲ8
く49.り (34.7) (37.7) (41.9) 

7 10 12 24 403 
〉 (18.3) (26.1) (13.1) (13.4) 

8 6 35 310 
) (74.8) (13.0) く19.1) く10.3)

日 107 46 183 3001 
〉 (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) 

9 9 7 18 433 
〉 (37.5) (26.9) (33.3) (44.6) 

4 9 11 18 342 
(37.り (42.3) (33.3) (3ラ.2)

5 ラ ラ 7 94 
(20.8) (19.2) (13.0) (9.7) 

3 3 11 102 
く4.2) (11.5) (20.4) (10.5) 

r 24 26 54 971 
(100.0) (100.0) (100.0) (100.0) 

明 (9 

266 
(100 

目且

(iOO 

7 
(29.2) 

q 

(34.6) 
26 
(48.1) 

4 
(16.7) (3.8) 

9 
(16.7) 

(4.1) 
4 
(7.4) 

2 
(8.4) 

1 
(7.7) (1.9) 

24 
(100.0) 

26 
(100.0) 

ぢ4
(100.0) 
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ここでは，従来みてきたことと逆の関係がみられる。即ち，一年~通じて買っていた者は市部で

34.3%であるのが郡部では， 44.6%と10%多くなっている。買ったことのない者は市部では13.4

%であるのが郡部では， 9.7%である。これらの結果から，受験参考書は，市部よりも郡部の受験

生によりよく利用されている， とみてよいのではなかろうか。

共に受験参考書についてみてみよう。

部

量百

町通

1)抵も持ってU、ない

¥0加未満持ってU、る

\O~19i貯持っている

20~29i出

30珊以上持っている

lf石村一戸一品玄T':.g，司王一一面「一三「
48 I 4 
(1.8) 1 (3.7) 

923 I う1
(34.6) .1 (47.7) 

84号 23
(3I.l) 1 (21.り

う28 12 
(12.3) 1 (11.2) 

197 I 5 
(7.4) (-1.7) 

(2.2) 

27 
(58.7) 

6 
(13.0) 

2 
(4.4) 

4 
(8.7) 

(1.6) 

62 
(33.8) 

4ラ
(24.6) 

14 
(7.7) 

14 
σ.7) 

56 
(1.9) 

1063 
(35.4) 

919 
(30.6) 

356 
(11.9) 

220 
(7.3) 

不 明13な4
日 (12.2)

12 
(11.2) 

6 
(13.0) 

45 
(24.6) 

387 
(ll.9) 

計

1;加も持っていない

¥0新未満持っている

\O~19加持。ている

20~29加持っている

30fl)J-以仁持っている

2出 5 f 
(100.0) 

16 
(1.9) 

306 
(3ヲ.ヨ〉

25ヲ
(29.8) 

109 
(12.6) 

ラ2
(6.0) 

107 
(¥00.0) 

6 
(2ヲ.0)

B 
(33.3) 

3 
(12.5) 

2 
く8.4)

46 
(100.0) 

2 
(7.7) 

(42.3) 

4 
(15.4) 

6 
(23.1) 

2 
(7.7) 

183 
(100.0) 

0.9) 

16 
(29.6) 

20 
く37.0)

4 
(7.4) 

4 
(7.4) 

3001 
(100.0) 

19 
(2.0) 

339 
(34.9) 

291 
(30.0) 

122 
(12.6) 

60 
(6.2) 

不 明 ||12う{5i1191 140 
(14.4) I (20.8) I (3.8) I (16.7) I (14.4) 

計 i お7124126l541971(100.0) I (100.0) I (100.0) I く100.0)I (00.0) 

ここで， rt-r部と郡部との聞では受験参考書に関するかぎり，

χ2= 1.6773 

Pr{χ2~ 1. 649}=0.80 n =4 

となって，相違がみとめられない， ということになるO

L 却ち. 1加の受験参考書も持Tこない者は2%. 10冊未満の者は35%. 10-19加の者が30%.

20-29部の者が12%.30冊以上の者が6ないし7%ということが市部郡部を通して大体いえる。

このようにみてくると，市部の高等学校出身の受験生と郡部の高等学校出身の受験生とでは，謀

外指導・講習・模擬試験というような外部からあ7こえられるものに対しでは市部の方が利用する機

会に恵まれているが，受験雑誌とか受験参考書のように自主的に利用しうるものについては必しも

そうではないということになる。そこで，受験生が自主的に活用しうるものは，市部とか郡部とい

う制約ぞ受けないものではなかろうか， ということが考えられる。そのような自主性を可能にする

ものは何故であるか，これは廷に追求しなければならない問題である。
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第三章受験と教科課程

~ 1 高等学校Kゐける履修科目と受験科目

高等学校においては，数学・理科・社会科等にふくまれるいくつかの科目は選択することになっ

ている。大学受験に際して文類を選ぶ者と理類宅P選ぶ者とは，すでに高等学校での科目の選択にお

いて，相違を示しているかどうかや調査し社。

重量 畢数学は一般数学・解析1・解析2・幾何の4教科目のうち 1科目や履修すればよいこ

とになっている。

3 科 LIhll.修

2 科目縦修

科目履修

不 劉

針

いであろう。

l女;頼 IJIR 頼

702 2048 
(68.0) (70.'J) 

285 778 
(27.6) (26.9) 

11 20 
(1.1) (0.7) 

34 I 41 1ml 〈14〉
1032 I 2887 
(100.0) I (100.0) 

3科目， 2科目， 1科目履修の女:理類聞では，

X2=2.3438 

Pr{X2ミ2.408}ロ 0.30 n =2 

となって相違はないとみてよい。

受験生の大体70%は， 数学~3科目履修

している。 3科目履修すゐか2科目履修する

か1科目履修するか， という相違は文類宅P選

ぶ者と理類宅甘選ぶ者との聞にないといってよ

ところで，科目別に履修者暑とってみると次のようになる。

一一一三一苧一|一一二一一宇

幾

計

1 11 974 ...n~8日
(94.4) く97.4)

何

主t

944 2739 
(9I.の (94.9)

日ラ9
(51.2) 

210 I 
(20.3) 

2687 

1902 
(6ラ.9)

268 
(9.3) 

7720 

Jーとて土 11 _~~I 

X2=8.6469 

Pr{X2這7.815}=0.05 n =3 

文類において一般数学が理類よりも多いこ

とが目立つ，特に，この一般数学の大部分は

解1，解2と組合されたものであって， その

ようなものが文類で180人， 17.4%， 理類

で225人.8.8%ある。元来，一般数学はさ

らに進んで数学を学ばない者~対象として作

成された科目であっTこ。それが，このような組合せの下に履修されているということは一般数学が

一般数学 li 受験生数
一竺竺竺!r.I::'一ー|直二一紅瓦二議工二主亡:

3 年

4 占手

言十

4o 
(16.り

81 
(16.2) 

日

(1.0) 

412 
(82.6) 

(0.2) 

499 
(100.0) 

127 
(16.3) 

19 
(2.4) 

628 
(80.7) 

4 
(0.5) 

778 
(100.0) 

解 1.解2の補習あるいは受験準備として課

せられているのではないか， という懸念が多

い。一般数学が履修されている学年ぞ調べて

みると，攻のようになっている。

履修学年が4年になっているのは，定時制

高等学校であって，履修学年3年の中にも，

定時制高等学校の出身者のいることは考えら

れる。一般数学が本来は k述のような主旨の
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もとに設定されt.:科目であるところから，それが3学年で履修されているとb、う事実は， さきにの

ベ大臆測を裏書きするものではないfごろうか。

履修した科目ごとに集計[ノてみると，弓たの哉のようになる。

J~~竺どと苧上-竺-
5111 179刻 2304

解 1.解 2.幾何 11 μ| 鳳‘ 1I! (49.町1(6:l.1】 σ8.8)

解 1・僻2・一一数|| (17Ji!l (31 (13! 

僻 1・幾何・ー数 11 ω.8~1 (0河 (0.3 
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(。;;(
受験科目の組合せは弐のようになっている。

一一一一 11j(一平一巳E-L
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ここで，一般数学が文類で，幾何は理類で多く選択されていることが目立つ。文類理類宅旨合せて

みると，高等学校で履修されている組合せは，解1，解2，幾何が金受験生の58.8%，解1，僻2

が23.8%，解1，解2，ー数が10.3%で，この三通りで92.9%1こ及んでU泊。また，受験の際選

ばれた組合せをみると，解1，解2が受験生の82.9%，解1，予断可が8.35弘 この2通りで91.2

、%に及んでいる。

履修科目と受験科目の組合せやこれら主要なものについてみると，ヨえのようになる。

厳修科目 11僻 1・2.幾何|解 1.2.ー数 l解 1・鱗 2 1そ の 他| 計

一受験型旦ー ーとごとーl一一一ーーし一一一一一一←一一ーし一一一一|

解 1 解 21(7JZi(83id;i(d| よ!
文 l組曲 l;;~ 1I 60[ _1 :31 

附 1・問何 (1切-1 ω)l  (18Z! (7.33 

34 2与 23 1 34 1 116 
(6.7) 1 (13.9) 1 (9.7) 1 (33.0) (11.2) 

46 1 5 1 10 1 24 1 8ラ
(9.0) (2.8) 1 (4.2) 1 (23.3) 1 (8.4) 

(100.0) (100.0) 1 (1瓜 0) 1 (100.0) (1瓜 U)

解 1. 数

類 Eそ 他Uよ》

五す



64 披戸 1I犠大郎

孟fL~L_三一:【jfj1(，1.予L~~~.2.五I~-;-;:--Ik--;;;-~ヲー
併 1. 舟ギ 2 

幾何

解 1. 数

17;' イ也

1ft 

文類を志望する者では，

I弓39 211 678 74 2502 
(85.8) (93.8) く97.3) ( 43.0) (86.7) 

168 3 70 242 
(9.4) (1.3) (0.1) (40.7) (8.4) 

4 4 9 
(0.2) (0.1) (2.3) く0.3)

82 1l 17 24 
(41.634 〕(4.6) (4.9) (2.5) (14.0) 

1793 225 697 172 
(lo2o8-80〕7 (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) 

ー 一一-一一一一一一ー 一一『

解析:2 ;;e履修している者でも，それぞさけ一般数学で受験しようとする

傾向が強く，解析し僻析2で受験する者が履修教科-;;e同じくする理類宅旨志望する者にくらべて10

%以上少ない。

ヨたに，各科目ごとに履修者数と受験者数そ比較してみると次のようになる。

理類の受験者は解析1，解析2で受験する
11糊解析21幾何|五撃
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類

一

者が多しかなりの者が幾何を履修している

にかかわらず，これが受験教科としてあげら

れない。それによって樹可の学習が解析1.2

と比較して軽んぜられるようなことがあると

すれば，将来理学部，工学部に進学する学生に

とっては妻子ましい現象とはいえない。この原悶は，解析1，解析2，幾何というように科目を三分す

るところからくるのであるが，現場側からの窓見に基き文部省ち数学の教科課程の改革に着手しこ

の年12月改訂を発表し.t.こから，この弊害の排除されるのもそう先のことではない。

理 科理科は物理・化学・生物・地学の4科目の中 1教科目や選択することになっている。

|丈類|斑類

3科目股修 ll dzl (7??:j 
Z科目履修 |1 2741 F38 

(26.6) I (18.6) 

l科闘履修 |i 251 33 
(2.4) I (1.1) 

不 明

E寸

3:> 
(3.4) 

80 
(2.8) 

1032 
(100.0) 

2887 
(100.0) 

干物

文類|現類

604 I 2294 
σ8.5) I (79.5) 
875 I 2687 
(84.8) I (93.1) 
90ヲ 2:ヲ58
(87.7) I (81.7) 

王早ー

{I:; 学

生 物

学
283 
(27.4) 

2667 
(100.0) 

2.58 

528 
(18.3) 

7867 
(100.0) 

2.72 

士也

計

人平

文類へ進む者でも 68%近くの者は理科を3教科履修してきでいる。科目の選択については， 文

類と理類でいちじるしい違いがあらわれている。

即ち，選択の率の多いl瞬にあげると，文類では生物・化学・物理となっているのが，理類では化

学・生物・物理となってくる。履修科目の組合せは弐のようになっている。
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l女主1~~t 類| 計 __11文言l主類l
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受験科目の組合せは尖のようになっている。
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文類では生物が，現類では物理が多く選ばれていることが目立つ，文類理類te合せてみると，高

等学校で履修している組合せは，物理・化学・生物が受験生の56.8%.化学・生物・地学と化学・

生物が共に 10.3%.物理・化学・地学が6.05弘物理・化学が5.5%で，この4通りで88.9%に

及んでいる。ますら受験の際選ばれた組合せをみると，化学・生物が受験生の47.2%. 物理・化

学が17.2%.生物・地学が13.5鉱物理・生物が12.7%で，この4通りで90.6%に及んでいる。

履修科目と受験科目の組合せをこれら主要な組合せについてみると，ヨえのようになる。
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~~~~、 股肱 11物月¥1物:f!ll.1化学 I1l-!nf "&lIJ I 1" ，~ I 
受験和¥~、修f'1fol 11化 学|化 学|物 宅|j: 望12 Z|その他| 計
明日 ¥¥、、 11生 物 1Ji!!. 学 i:il!!. 学 I'~ -r 1 ~ ，~ 1 

物理・化学によゐ受験生が，文類では3.9%，理類でも 2J.9%とh、う低率であることは注目す

べきことではない古ろうか。特に，理類においては， 受験生の29.8%は工学部進学を明らかにし

ているのである。実数でいえば，工学部に進学することははっきり明記している者が803人いる

が，金受験生のうちで物理と化学てザ受験している者は633人しかいない。従って，工学部志望の者

のうち 70人以上の者は物理と化学を受験科目に選んでいない。

共に，各科目ごとに履修者数と受験者数を比較してみると次のようになる。

11物理|化学|生物|地学
，履修者 6041 87晋 9051 283 
文
{受験者 1711 6101 8861 319 

額 i受験者 1I .." J m J M ，，1 、一一一 28.:引 97.91 112.7 履修者 Ii 山・JI ~'.'I /， .'1 

427 28 4智正日1• 1t ti主 (24.2) (14.1) 

280 7 
王gtj物正取・生物 (1号.9) (3.ラ〉

981 21 化学・生物 (5~j. 5) (10.6) 

24 60 !l=.物・J::!!.学 (1.4) (ヲ0.3)

54 82 
額 iそ 伍》 他 (3.0) (41.5) 

17661 198 

計 1_1  ~~土空I__~~と空
一一一一一一一一

137 8 26 
(70.6) (3.3) (9.8) 

7 2 61 
(3.6) (0.8) (23.2) 

16 222 30 
(8.2) (91. 7) (11.3) 

2 3 65 
(1.0) (1.2) (24.6) 

32 7 82 
(16.6) (3.0) 。1.1)

194 242 264 
(100.0) (100.0) (100.0) 

7 
(3.1) 

2 
(0.1) 

60 
(26.9) 

123 
σヲ.2)
1 

(14.7) 

2'2 
(100.0) 

6.33 
(21.9) 

3ぅ9
(12.4) 

1330 
(46.1) 

277 
(9.6) 

288 
(10.0) 

2887 
(100.0) 
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文類では，地浮や履修しなかったにかかわらずそれで受験している者があらわれている。物理学

は履修していても，それを受験科目として選んでいb者が少なU、。文類においては物理学履修者中

28.3%，理類においても 47.4%が物理学で受験している。

融曾科社会科は一年で一般社会'a?必修として学び，世界史・日;本史・人文地理・時事問題の

うちから 1科目を選択することになっている。

|女:類|瑚類

2 科目履修

x2=17.3291 

n=1 

Pr{X2孟6.635}=0.01 

ここでは，文類と理類でかなりちがいがあ

るとみてよいであろう。

科目について履修者をみると次頁上掲のよ

うになる。

世界史の履修者は文類宅甘志望する者と理類を志望する者との聞に殆ど相違がなく 70%にj品・7こな

い。文類と理類のちがいは人文地理において起っているようである。しかしながら文類を志望する

者のうち 30%以上の者が世界史を履修していないということは問題ではない古ろうか。これら科
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1三一一竺|竺一一空-
世界史

日本史

703 
(68.1) 

679 
(6&;.8) 

386 
(37.4) 人文地理

2012 
(67.9) 

1706 
σ9.1) 
133ラ
(46.2) 

一一一一一

67 

|時事|問題

時事問題 11 r7 ~~ 1 r (7.8) 1 (6.9) 

計 1848 1 52日

一ーとて竺j--二と一一竺【
闘の組合せをみると攻のようになっている。なお，社会科ではこれらの科目の他に必修教科とし

て，一年で原則として一般社会栓履修してきていることになっている。

1女顎|理類|計
450 1091 1541 

世界史・日本史 (43.6) (37.8) (39.3) 

19.3 750 943 
世界史・人女地蝶 (18.7) (26.0) (24.1) 

21 70 91 
世界史・時事問題 (2.0) (2.4) (2.3) 

162 484 646 
日本史・人女地税ー (1号.7) (16.8) (16.5) 

36 62 98 
日本史・時事問題 (3.の (2.1) (2.5) 

21 52 73 
人文'地王監・時事問題 (2.0) (1.8) (1.9) 

¥ 

戸判明i類|計
391 1011 110 

世界史|何)1 (3ラ)1 (3・6)

史 11
31 69 100 H 本 (3.0) (2.4) (2.6) 

!o 49 ラ9
人 女: ま也 王!I[II (1.0) (1. 7) (1.勺

題 11
2 16 18 

時 主主 rJj (0.2) (0.ラ〉 (0.5) 

明11 67 143 210 
不 (6.5) (5.0) (5.4) 

||10『2 2887 3919 
品寸 (100.0) (100.0) (100.0) 

文類と理類の間では，いくらかの相違はみられるが，数学や理科においてみられる程U、らじるし

いものではない。世界史・日本史~選択している者と世界史・人文地理を選択している者とを合せ

ると，文類62.3%.理類63.8%と殆r同じになる。即ち，文類で日本史を選択すら;ti.が理類で人
文地理に廻ったとみてよいであろう。その他のところでは，殆ど相違はみとめられない。

受験科目の組合せは弐のようになる。
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202 
σ.2) 

6宮B
(16.7) 

一般社会・人女地球
861 3-461 432 
(8.3)1 (12.0)1 (11.0) 

一般社会・時事問題
143 
(13.9) 

268 
(26.0) 

89 
(8.6) 

308 
(10.η| 

583i 
(20.2)[ 

38ラl
〔13.3〕|

ドペ
世界史・日本史

l佳界史・人女i也縛

451 
(11.5) 

851 
(21. 7) 

474 
(12.1) 

|文類|理類|計

::::::C111 
日本史・時事問題

311 561 
(3.0)1 (2.0) 

87 
(2.2) 

人文jll!.r~i .時事問題
141 551 69 
(1.4)1 (1.9)1 (1.8) 

341 1081 142 
(3.3)1 (3.7)1 (3.6) 

10321 28871 3919 
(1瓜0)1(1肌 0)1 (100.0) 

不明

計

ここでも，理類において人文地理が多く選ばれていることがわかる。

ヨえに，履修科目と受験科目の組合せぞこれら主要なものにつu、てみよう。
社会科の場合は数学や理科と異って履修した科目には， どれにも一般社会がつけ加わっていると

いうことである。従って， 選択し?仁こご李科亭科ト旧目のうちのrれカ」
zる~n しカかL し，履修しなカか、つf大こ科目での受験ということも起り縛るのであつて， 時事問題は文類で
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20 I 86 
(8.8) I (8.3) 
67 I 143 

(29.7) I (13.9) 

位界史・日本史
237 7 4 20 268 
(52.7) (3.6) (2.ラ〉 (8.8) (26.0) 

世界史・人文地問 4 76 8 89 
(0.8) (39.4) (0.6) (3.5) く8.6)

類!日本史・人文地問l 11 9 90 7 117 
(2.5) (4.7) (55.5) (3.1) (11.3) 

他
18 20 9 46 93 

そ D 
(4.1) (10.4) σ.6) (20.4) (9.2) 

計-
450 193 162 226 1031 
(100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) 

一般社会・I!!:界史 46 34 3 ラ9 142 
(4.2) (4.5) (0.6) (10.5) (4.9) 

一般社会・日本史
360 11 43 69 483 
(33.0) (1.5) (8.9) (12.3) (16.7) 

一般社会・人女地理
7 219 52 68 346 

理| (0.6) (29.2) (10.8) (12.1) く12.0)

一般社会・時事問題
76 48 22 162 308 
(7.0) (6.4) (4.6) (38.8) (10.7) 

世界史・日本史 534 11 7 31 583 
(4H.9) (1.5) (1.4) (ラ.ラ〕 (20.2) 

1ft界史・人女地理
。 358 2 25 38号
(0.0) (47.7) (0.4) (4.4) (13.3) 

事買l 13 21 320 50 404 
日本史・人女地瑚 (0.3) (2.8) (66.1) (8.9) (14.0) 

そ イ也
雪ラ 48 35 98 236 

Eコ
(6.0) (6.4) (7.2) (17.ラ〉 (8.2) 

計
1091 750 484 562 2887 
(100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) 

一一一一一一一一一

132入，理類で278人が， 高等学校で履修しなかった者が受験している。それは，受験生全体の文

類では 12.89弘理類では9.6%にあ?とる。
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不明の者はそれから除いfこ，時事問題について

教育段階における高等学校の地位の研究

一般社会は金受験生が履修となるわけであるが，

ここでも何で受験しすこか不明の者ぞ除いすこ7とめである。もさきにあげた値と異るのは，

高等学校の教科課程

高等学校では，いくつかの教科について選択制をとっている。 fことえば，国語科については，国

語甲(三学年各学年3単位);a必修とし国語乙(各学年2単f立)，漢文(各学年2単fめは選んでも

選ばなくともよいが，選ん7三ものはそれぞれ2単位から 6単位までを履修することになっている。

社会科では，一般社会〔一学年5単位〕ぞ必修とし，世界史・日本史・人文地理・時事問題(各一

学年5単位)のうち 1科目 5単位を選ぶことになっている。数料ヰでは，

一般数学(各一学年5単位〕のうち 1科目 5単位を選ぶことになっている。まfご，理科では，物理

・化学・生物・地学(各一半年5単位)のうち 1科目 5単作々選ぶことになっている。これらの科

Wf.析1.，僻析2，幾何・

~ 2 

実際には自ら学年目は，原則としては高等学校のどの学年で履修しでもよいことになっているが，

配当のある型がきまっているようである。その型色総合研究の第2弐調査でレらべたところの科

自の学年別配当表によってみてみよう。

エ\戸~~~-.竺\\
23校について科目の開設されている学校数を調査した。

~年二27;24JZ勺門11τ-
1，2，3 
Eの学年
でも開設

金日制普逼課程
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生徒が選択科目のどれ身も自由に選ぶことができる7こめには，少なくとも学校はあらゆる選択科

目を開設していなければならない。ところがこのことは， 実際問題としては困難である。

ト~

Tことえ

ば，上の表からもわかるように， 23校について調べたところ，一般数学を開設してない学校は12

校，時事問題を開設していない学校は 10校，地学;a開設していない学校は 10校とU、う状態であ

る。その反面，かなり多く開設されている科目もある。国語乙・漢文・化学・生物は，

生物は1年と 2年，

1. 2. 3年

世界史・日本史・人文地

一学年でこれらに対して，

ますこ，

理・物理は2年と 3年のどの学年ででも開設されている学校が多い。

のどの学年でも開設されている学校が多い。
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す三けしか開設されていない学校の多い科目としては 1年では解析1，2年では世界史・僻析2，3 

年では日本史・人文地理・時事問題・幾何・一般数学・地学がある。

もっとも，この調査はそれぞれの科目についてそれが開設されている学年治記入してもらっfこの

であるから，tことえば1年と 2年というのが必ずしもそのまま 1年で選択するこ色もできるし， 2年

で選択することもできる自由をもっていゐのt:.，と解轄することは危険であろう。しかしとにかく，

1年，2年，3年と学年の指定されている科目はまづその学年で学ぶのであって学年巻選択する余地が

ないと考えることはできる。ま7こ1，2， 3年とどの学年でも開設されている科目は例外はあるかも

知れないが， まず学年を選択する自由があすこえられていると考えてよいであろう。この調査であげ

られた選択科目の数は14科目で， それが23校にことごとく開設されているとすれば延科目数は

322 (23x14=322)である。そのうち開設されているのは， 260科目で80.7%にあすこる。履修す

る学年がある一学年に指定されている科目数は1年で25，2年で39，3年で66で計130で，それは

開設されている全科目数の50.0%にあfこる。つまり， 開設されている延科目の半数はそれを履修

する学年が指定されている。まt::，1， 2， 3年どの学年ででも履視することのできるようになって

いる科目数は47で18.1%にあたる。つまり， 開設されている科目の 1/5近くは， /::.'の学年ででも

履習することができるようになっているということになる。

定時制普遁課程高等学校の教科課税は金日制を主体として作成されている。従って，定時制の

場合には運営の上で多くの難点がある。定時制高等学校普通課税について 23校の調査の結果は

弐の衰のようになる。

物

学
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まず，著しいことは選択科目を開設してない学校の数の多いことである。開設してない科目とそ

の学校数をあげると，地学は21校，漢文は20校，人文地理・幾何・解析2は13校， 生物・日本

史・国語乙は12校，物理は11校，世界史・一般数学は10校，時事問題は8校開設していないの
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である。かろうじて全日制高等学校と同じなのは，僻;trr1と化学にすぎない。

定時制高等学校の場合，二つの学年で開設しているというのは，一教科の単位を二分して2ク年

間にわ?とって実施lノているのが多い。このことは，すでに全日制高等学校の教科課程がそのままで

は定時制高等学校に適用できないことを示している。このようなものは数学・理科の科目に多い。

1， 2， 3， 4各学年で開設しである科目の数は6できわめて少ないが，これも生徒数の少ない学校

で4ナ学年ぞ合併しているものもふくまれていると考えられる。三つの学年て事司設されているもの

についても同様である。全日制高等学校では，僻祈1が1年，僻キrr2が2年，幾何が3年，また物

理が2年というように指定じている学校が多くみられたが，定時制高等学校では解析1が1年と 2

年，解析2が2年と 3年、幾何が3年と 4年，また物理が3年と 4年というように指定している学

校がかなりみられる。化学が2年というのは，e:ちらにも共通した傾向である。ますこ，国語乙と人

女地理は4年で開設されている学校が多い。

学校数が全日制高等学校と同じなので，ここにあげた選択科目について延教科数も同じで322と

なる。そのうち開設されている科目の数は全日制の260に対して162で，全日制の62，%にすぎな

い。その数は延科目数322の50.3，%である。履修する学年があゐ一学年に指定されている科目数

は， 1年で1久 2で?:1， 3年で17，4年で27で計85で，それは開設されている全科目数の53.1，%

にあfこる。この率は全日制高等学校の値に近い。

教科目については一応上の表のような結果となっfこが，その授業時間数ぞみてみると更に問題が

ある。即ち社会・数学・理科に属する科目は， どれも 5単位従って一学年で完成するfこめには 1週

5時間授業時聞を組まなければならない。 ところが，史時制高等学校では，そのように組んでない

ものがかなり多い， ということである。衣の表は，社会・数学・理科につh、て1週の授業時間数が

2時間あるいは3時間となっているもののみを集計じTこものであゐ。

11~:Z:}:1li 三つω学 " ニつの学年で閥設 " 一つの学年でωみ開設|どの学1年で開設 -_v--:r-i-.....1"1111)(. 
I'::~=~II --，-'-~一一一 11.-一一寸一一一「一-，一一ー』ー11一一-，一一 計
|年でも 11，'. ~ 1 ~ ~ • 11， ~ 1 ~ .， 1.， A 17_ nd..1I ， '" 1 ~ ，~， 1 .， ，_" 1 !~ ~ ~III ， 2， 312，3，411 1， 2 1 2， 3 1 3， 4 1その他111年 12年13年 14年

一一一Ii閉諌II -，-~... -，--JI 日I!.-， ~_C.'_~J_:::'二 1~_=':'~IJ-...= .1 ーし一| 一一:1…||11|112111111112111  K13〕
日本史 111 -1 -11 -1 1 1 -1 -11 -1 1 1 1 1 -11 4(11) 

人女地理 111 -1 -11 -1 -! 2 1 ー-1 1 1 1 1 3 11 8(10) 

時事問題 -11 ペ ー-1 1 1 2 1 -11 -1 -1 1 1 -11 4(15) 
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定時制高等学校23校が開設している国語・社会・数学・理科の科目数1胞のうち， それぞ1年
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間履修したのでは正規の5単位とはならないもの，即ち 1年間2時間とか3時間とカ、の時間しか授

業してない科目の数はその半数に近い80-あるのである。勿論， これらの科目は 1年間で完成し

なげればならないとは規定されていないようであるし，特に定時制高等学校では2年間で完成す

るという方法をとることもやむを得ないのであろうが，このような現象は全日制高等学校において

は殆どみることのできないことである。もっとも，全日制高等学校で，僻析2と幾何とを2年と 3

年で並行して行う，ということが行われているのをみる。この場合は，僻析2と幾何も 2，3年で共

に単位が51こ満すこないものとしてこの欄に記入される。これはむしろ教育上の効果の上から実施し

ているように思われる。定時制高等学校においても，連続したこつの学年で・開設されているもの，t.こ

とえば1，2年の11科目，2，3年の 11科目， 3， 4年の 18科目，合せて40科目は，定時制高等学校

としての特殊性から教育上の効果巻考慮しての上で、3ナ年で完成するように実施しているとみてよ

いであろう。しかし， 1年記けの4科目， 2年記けの 11科目， 3年五けの8科目， 4年記けの6科目，

合せて29科目はrうしたものであろうか。もし弐年度において，究学年で引っづき残りの単骨々

取得しなければ，その科目について履修しずこことにならない。 Lかも，調査時においては， これだ

けの科目はその学校ではその学年で詑けしか開設されていないのである。このような科目色生徒

はどのようにして規定の単位を取得していくのであろうか。われわれは未花に，その笑態そ把握する

に至っていない。この表の前にかかげfこのは， とにかく開設されている科目について集計したもの

で，その中には1年5単位のものも 1年3単位あるいは2単位のものもある。そこで，この表の7釘

端の縦の計の欄に前の表の該当する欄の数値ぞかかげておいすこ。たとえば，世界史についてみる

と， 23の定時制高等学校のうち開設しているのは 13校で，そのうち8校は 1年間の履習では規定

の単位に足りない。しかし， 2， 3年で完成するようになっているのが2校， 3， 4年で完成するよ

うになっているのが1校ある。 1年で1校， 3年で2校で4年で1校開設しているが，それらの学校

ではそれ以外の学年では開設していないし，この学年で1牛履修した記けで、は規定の単作Jこならな

い。以下同様にみていく。人文地理は 10校開設しているが， 8校は 1年の履習では完成しない。特

に，2年のみ 1校， 3年のみ 1校，4年のみ3校というのは，どういうことになるの古ろうか。解析1

は20校開設しているうち 12校は 1年の履習では完成しない。そのうち， 2年でt::liJしか開設して

いない学校が5校ある。このように，開設している校数のうち半数以上が1年履修したピけでは規

定の5単位にならない科目をあげてみると，幾何・化学・生物・地学がある。特に，生物と地学は

1年で規定の5単位が取得できるように組んで・ある学校は1校もないという現状である。

これと同じようなことは職業課程の高等学校においてもみられる現象である。

第四章生徒の基礎学力

中学校での学力は高等学校進学後どのようになるであろうか。それぞみるれめに，われわれは，

昭和26年3月に日本教育学会が行った学力調査の結果，lE答率が405泌をこえない問題を国語2

題，社会科14題，数学7題，理科4題，計27題をえらぴ，それを岩見沢市内の高等学校 (3校〕

の生徒に課しt::。

費施校岩見沢東高等学校
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岩見沢阿高等学校

岩見沢農業高等学校

費雄日時東開高等学校は昭和29年7月28日

農業高等学校は29.30. 31の3日間，各学校毎に実施した。

73 
~ 

調査方法:東内高等学校は金生徒~対象とし本学部教官・大学院学生・学部学生によって各学級

毎に実施し求。

農業高等学校は学校の都合により全員実施することが出来ず，各学年より 2学級を無

作為に抽出して実施しTこ。

テスト所要時聞は予備テストの結果40分とし大。但し生徒が充分解答し得るよう時

間に幅やもすこせfこ。

ミ云芝芝11 ~12 &1;寸 3 訂7 可-忌一一
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260 26[ 793 

73 72 221 
(25) ('25) (25) (106) 

3う 3[ 10[ 
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108 1 103 1 - 11 322 
(25) I (2勺 (2り ([06〕

(全日制1919人

定時制

232人

J全日制普通課程
1砂7人l全日制職業課程
122人

!「針iI 日10倒4人
会Rf制制H凶j女子

8[5人

言i 東南=岩見沢京高等学校，西両目岩見沢園高等学校，農商=岩見沢農業向等学校. ( )内は定時制。

問¥匂 1年|副九三1伴|計

調査の分類方法

i-7矛d~r反r~五l3~~-1 五- L五:子市l勾士山li宇|計

事liiI1:干l:日
すでに，本調奈のねらいが，学力の変謹ぞみるのであるから，単に平均するというのでなく，各

学年によってどのように変饗していくかぞみるfこめに，学年ごとにE答率・誤答率・無答率をみfこ。

ますここれらの値が学年ごとに変謹していく要因Z甘さぐるTこめに，全日制か定時制かという制度，普

通課程か職業課程かという課程，男か女かとb、ぅ性別によって分類して集計しfこ。本来からいうな

らば，変謹をみるすこめには，同じ生徒を 1年， 2年， 3年と追跡、していくべきであるが，ここでは

同時に1年， 2年， 3年あるいは4年とー捕に調奈しfこので，変遷といっても， そこにかなり制約

のあることは当然であるの す
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20 

集計の結果戎のように大別した。

p 学年によってJE答率が上昇しているか下降しているか，

中学校の平均正答率より上廻っているか，下廻っているか。

それぞれに対して20で二つの型に分れるから合計六つの型ができる。

その純粋なものはー，

あるいは動揺しているか。

10で三つの型に分かれ，

なお学年~適じて殆ど変らない平盤型とも称すべきものも認められるが，

の例にすぎFないので， これは例外的なものと見なしておく。そこで，

日制・定時制・普通課程・職業課程・男・女の6通りの学年別のE答率の折れ線をつくり，

一つ一つの問題について，金

それが

六つの型のいずれに属するかをみ7こ。

このような型の分類はーがいに機械的にもできないところがあるが，一応形の上からのみ分類し

他の問題は個々の問題について観察することとした。なお，割分類の規準について干iIl設をーこして

おこう。動揺型というのは，高等学校の2学年の.iE答率が1学年と 3学年の両方の1E答率よりも上

っているかあるいは下っている場合である。従って， 折れ線グタフにあらわしfごとき山形になるか

谷形になる場合である。上昇型とか下降型というのは単調に漸衣上っていくカ「下っていく場合であ

る。動指型の場合にも大局からみれば上昇とみられる場合も下降とみられる場合もあるが，

の上からのみ分類しすこ。

中学校の正答率より上か下かは，高等学校1年における正答率をいうのである。従って，

一応形

ま7こ，

高等学校3ヶ年における五答率が中学校のE答率より上か下かという意味ではない。

このような分類を，各問題について全日制・定時制・普通課程・職業課程・男子・女子の6通り

そのうちで多い方の型に従ワて分類し・7こ。その場合も，

なることもあるが，数の上からいうと定時制・職業課程は人数が少いので，

について行い， ある型とある型とで半々に

ある程度それを考慮し

たり，動指型の場合は最小自乗法的な直線を考えて傾向をみて分類した。
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なお，岩見沢市は札I幌市へ汽王手で1時間のところにあり，学芸大学の分教場のあるところであっ

高等学校から大学への進学率の高いところである。当地は，北海道で早くから農業のひらけfこ

ところであって，岩見沢農業高等学校は空知地域の農業発展に先駆的な役割をはずこしすこ伝統のある

かつての宰知農業学校である。また，附近には探鉱地帯をひかえている上，交通上で1吉、画館本線と

て，

室蘭本棋との合流点である。従って，裕福な農家の子弟や鉄道従業員守子弟も多く，高等学校への
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進学者も多く，会道一揖に行う中学3年学力テストの成績も金道でも高い方である。本語騒で，中

学校の正答率よりも低くあらわれた問題が少かったのは，一つにはそのようなところに原闘があっ

たと考えなければならない。

~ 1 上 昇 型

lE答率が学年と共に上昇していくことは，特殊な問題でなU、かぎり，むしろ当然であると考える

べきで、ある。日本教育学会のテスト問題は，その目的からいっても，そのような特殊な問題はふく

まれていない。にもかかわらず，学年と共に疋答率の上昇している問題は共の5問題にすぎない。

主 しかも，社会の「労働者のストライキが起った」のは明治以前か，明治から終戦時までか，終戦以

， 
4 

ト、

後か，Je問うすこ問題については，lE答率は全国中学校の生徒の正答率より下である。

国語の「問題lJでは，全日制・普通課程でまとめてみると上昇しているが，定時制・職業課程

でまとめてみると， 1年では中学生疋答率をこえないで2年で下り 3年で上っている。 しかし，男

女別にまとめてみると，上昇している。

社会科の「問題3Jの (2)r徴兵制度が魔止されすこ」のは，明治以前か，明治から最多戦までか，
終戦以後かを問うた問題は，さすがにどの場合でちょ昇している。特に，男女別に分けたとき高等

学校3年になると男では73%.女では2年と大して変りなく 48%となって大きく開いている。

(3)の「労働者のストライキが起ったJ時代を問うすこ問題は， さきにのべたようにいずれも中

学生より正答率が低くしかも 3年になっても中学校より越えない。特に，職業評躍では正答率は1

年で37%であったのが3年で24%となっている。

数学では，問題7r4貫は15kgである。 40匁は何gかJこれは1貫が100匁であることぞ知っ

ていれば正解出来る問題であるが，まずわずかに(10% ぐら~，)向上しているといえる。しかし，

いずれの場合にも，高等学校3年になっても， 50泌をこえていない。

全日制・普通課程・男子の場合は単調に漸次正答率が上昇しているが，定時制・職業課稜・女子

の場合はいずれも 2年でーたん下り， 3年で上る，という傾向暑にどっている。

「問題8Jryはxに反比例し x=3のときy=4である。この関係を式であらわせJこの場合，

きわめて題著な現象は， 全日制・普通課程・男子は漸戎正答率か向上しているが， 定時制・職業

課程・女子は1年から 3年まで中学生の正答率と殆ど変りがない， ということである。そこで，考

えられることは，男女別の表で，男子は1年で中学生と殆ど同じ正答率7%であったのが2年では

24%， 3年では34%と上昇したが，女子では中学校よりわずかに上で正答率が7%であったが漸

次下降して3年では中学生と同じ6%になったことをみて，これは男女による相違である， という

断定は正しくない， ということである。なぜならば，全く同じ現象が，全日制と定時制，普通課程と

J[~t業課程においてもみられるからである。即ち，このような現象は，全日制と定時制，普通課程と

職業課程，男と女の聞に共通にある因子によるのではないか， ということも想像されからである。

なお，この問題については，次節にあげた数学の「問題6J(ロ)を参照されたい。
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問題 1.次の交を読んでく〉の中の正しいものをOでかとみ他を線で消せ。

2， 3カ月前の f9ーダース・ !J.'イジz ストJに長生き法という記事が出ていた。長生きをしたいと思った

ら，たとえばかんずめ心トマト・ジ A ースよりも，もぎ立てのトマトを食べた方がいu・という。

人聞の生命をやしなうには，よ〈加工された食品よりも，ーできるだけ人工を加えない食物の方がいいとな

ると，私たちのまずしい毎日の食事はそのまま長生き法のひけフにかなっているくとは申きれない はず

がない わけである わけはあるまい〉と思わず笑ってしまった。

ロ!I 国)
1"....) 一ー・全日制
一一-'t晴吋

.. ，. 

.:rol 
，、‘ー，司‘
‘・・ー
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隠 顕 3.次にわが国の歴史にあらわれたととがらが 1:から 8まで脅かれている。それらのととがらは明治
以前，明治から終戦時まで，終戦以後の 3つの時代のいずれに属するかを答:えよ。それが明治以前の場合に

はA，明治から終戦時までの場合にはB，終戦以後の揚合にはCと，おのおののとがらのうしろにある

く 〉のなかに記号で書き入れよ。

2. 徴兵制度が廃止された。( ) 

ー(o]3. (2) 日 (4占〉

J 
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6. 労働者のストライキが起った。( ) 
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r，13(6) (~j ， 

/0<.'・ーー-i'日制

一ーー.~ jま制

用|

61ρ 

sol 

301 

20 

/01 

J 2 3 4 

!百13 (6) (枯ヲ

1001 一一ー普i!採ir
901 廓曹認Al

80 

70 

60 

SO 

40 

30 

20 

，。

2 3 

問7 (:数)

問題 7. .4賞は 15kgである。 40匁は何gか。仁二!g
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問題 8. YはEに反比例し xりのと -}Y='4である。この関係を式であらわせ。仁二二二二二二コ

問8 (数)

JcTOI ー告回申6

T I ._-ー宜暗制・
90 

!百18 (敏1

ノ'00. ー一一ー普週紙搾
ーーーー忠軍帽a

h
川

司

吸

い一一
同
山

90 
タ。

801 
80 

80 

クo 70 
70 

6"0 6'0 60 

60 SO  ，1"(' 

40  40 40 

:j() :30 ‘i'O 

ノ。

i10 ~?() 

.二ごZニユニ---与『四--.ーー

.20 
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/ 2 3 4 
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.-_-_-::r-e~・ー-一司一一-
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/ 2 d 

~ 2 下 降 型

正答率が学年と共に低下していく， ということは，その問題に対する知識なり学力なりが年と共

に低下していくとみなしてよいであろう。しかも，学校とU、う環境にある者において，そのような

現象に対して生徒に問題があるのか，提出された問題に問題があるのか，また学校における教育に

問題があるのか，いずれに原岡があるのかはにわかには断定しがたい。

この型に属する問題は7題あるが，そのうち正答率が中学生より低い問題は社会の「問題4Jの

(2)で「最高裁判所の裁判官ぞ龍免する」権限やもつものが，天皇か国民か国会か内閣か最高裁

判所・か治きく問題である。

社会の「問題3Jの(7)は， r信仰の自由が認められたJ剛怜きく問題である。これは， か
ろうじて中学生よりよか下かとU、う境界をさまよい，全日制と定時制・男と女の相違は殆んどな

い。普通課程と職業課程とではやや聞きがあり職業課程では常に中学生よ沙正答率は低く 2年で少

し上るが3年でますこ下っている。そして，ついに中学生のJE答率をこえるに至らない。

「問題4Jの (2)は， r国家の儀式ぞ行う権限巻もつものJ;a.きくのであるが，全日制と普通課
程では正答率は単調に減少しているが，定時制と男子では2年でJE答率が一度上るが3年で下って

いる。もっとも定時制では再ぴ上ってh、る。職業課程と女子では2年で下り 3年で上るが，ついに

1年の正答率にまでは達しない。

「問題4Jの (5)は「最高裁判所の裁判官や罷免する」権限をもつものぞきくのであるが，これ

は中学生の正答率より低い。そして，全日常1)・普通課税・職業課程・女子では単調に減少している

が，定時制では2年で下り 3年で上り 4年でやや下り，男子では殆んど変らない。この正答率は，

調委託が最高裁判所の裁判官の11言任暑とう総選挙からどれくらいの期間をおいて行われたかというこ

とにも関係があるのではないかと思われる。

数学の「問題6Jの(ロ)は 12ab2+知事を簡単にするのである。全日制と普通課程では1年と 2
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年とは殆r同じで3年で下り，女子と職業課程では 1年， 2年， 3年と漸弐下る。定時制は2年で
中学生より下まで下り後は大体同じところに止ゐ。職業課程も中学生より下に下がるが，大体その

水準t.e維持している。この問題では，定時制と職業課程とが2年" 3年で中学生と同じ水準であっ

て，女子では低下するがそれ桂下っていないという点J持長的である。普通課程及び男子，女子が2

年で上ることは，高等学校U.pで解析なり一般数学なりにかなり力を入れて学習したためとみてよ

いと思われる。しかし，それらは甑弐忘れられていく。これに対して， 定時制日誌業課程で" 2 

年" 3年で殆ど中学生の水準に落つくことは学習に手がぬかれていると考えてよいのではないかと

想像される。

「問題lOJは，方眼紙上にあたえられた四角形と点対称な四角形ぞかく問題である。定時制を

のぞいて皆一様に11!三， 2年， 3年と下降する。定時制では， 3年までは上昇し4年で下る。 しか

し，上昇するとU、つでも全日制の樹'!tには到達しない。女子が3年間殆んど変らないで，30%そわ

ずかに上廻っているのは，このような図案に将来にまたおそらくは現在も親しむ機会が多いのでは

ないかと考えられるだけに意外である。

理科「問題llJは，地震の震央に関する問題で，事項の正しいものそ指摘しその理由をきくも

のである。どれも1年， 2年， とは大体同じで(定時制は3年も〕最後の学年で落ちる， という型

暑とる。定時制・職業課程・女子では中学校の正答率と殆ど変らなU、。

「問題12Jは光の反射で図の正誤やきき訂正させる問題である。この問題は， 入射角と反射角と

が等しh、という，日常生活でも遭遇する簡単な現象である。この問題の正答率はいづれも， 2年でい

ちじるしく下るという特長をもっている。 3年で2年と同じ水準lこ止っているのは全日制・普通課

程・職業課程でわずかに上るのが男子， さらに下るのが女子である。定時制では3年で逆に上り 4

年でやや下る。このような，単純な物理現象が高等学校入学当時の生徒が全日制・普通課程・男子・

女子で65%くらいのE答率であったものが2年で全日制・普通課程で25%，女子で40%も落ち

るということは，このような事実を単なる知識として把握されてドて， 日常の経験の中で思考され

ることなしそれらの事実に遭遇しでも投然と感覚の上記けで通過させているところに原闘がある

のではないかと考えられる。また，これは中学三年で行われる金道学カテストの形式及びそれに支

配される学習の形態にも原因があると考えられる。もしそうすごとすればこれは科学教育上見のがす

ことの出来ない問題である。
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問 題 3.次にわが国の歴史にあらわれたことがらが Iから 8まで番かれている。それらのととがらは明治

以前，明治から終戦時まで，終戦以後の 1つの時代のいずれに属するかを答えよ。それが明治以前の場合

にはA，明治から終戦時までの場合にはB，終戦以後の場合にはCと，おのおのの ζ とがらのうしろにあ

'る( )のなかに記号で書き入れよ。

7. 信仰の自由が認められた。( ) 
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問題 4.天皇，国民，国会，内閣，最高裁判所にはそれぞれの権限が憲法によって与えられている。次の

lから Bまでに示されている乙とがらは上のいずれの権限であるかを答えよ。それが天皇の権限である場

合にはA，国民の場合にはB，国会の場合にはC，内閣の場合にはD，最高裁判所の場合にはE，と，お

のおのむことがらのうしろにあるく〉のなかに記号で書き入れよ。

2. 国家の儀式を行う。
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〉〈最高裁判所の裁判官を罷免する。5. 
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輝 6.次の式をできるだけ簡単にせよ。
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10. 下の~Iで，同角形ABCD と原点に関して対称な四角形を書け。
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同10 (蚊〕
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問題 11.右の図のA，B， C，の3点は，地震の観測地点であり， 0

は震央である。

同 10 (舷】

ノ'00・一一一買
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90 
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40 
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201 

/01 

2 3 

次のイ， ロ， -'、=-，ホのラヲの事項のうち正しいものが 1つあるか I Ax  Cx 

Bx 

ち，それ告と選び出し，その記号をOでかとめ。 次にそれを選んだの

は，下に警かれている 1， 2， 3， 4，ラの 5の王製自のうちどれによ

るのか。 Eしい理由を lつだけ選んでその番号を Oでかこめ。

事 項

イ.初期微動の長さは， A， B， C， 3地点のうち， Aが最も長い。
ロ.初期微動の長さは， A， B， C， 3地点のうち， Bが最も長い。
ノ、.初期微動の長さは， A， B， C， 3地点のうち， Cが最も長い。
ニ.初期微動の長さは， A， B， C， 3地点で，ど ζでも同じである。
ホ.これだけでは， A， B， C地点のうち， どこが長いかは判断できない。

脱 出

1.地震のゆれている時間は震央から近いほど長いから。
2.地震は 1種類の波となって伝わるから。
3.地震波には速度のちがうニヲの波があるから。
4.初期微動ω長さは君主央からの距離に無関係だから。
ラ.地震θ ゆれは，'ffl央から迷いほど小さくなるから。
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問題 12.次(lJ3つの凶は，光が反射したり，屈折したり，色キに分れた

り，する主号すをあらわしたも θである。とれらのうち Eしいものには

0，まちがっているものには×を，番号のうしろにあるく〉に記入せ

よ。まちがっているものはEしい図に直せ。

l首120) (J!.) r!i1 12( け υ~)

100
1 ._-~通話;g
向 I 一一副単車認証

/D01 

一一申告百剃

オ一一史制
80 80 

701. 70 

$l ¥人
4fJ ， .， 、
aol -、、.'、，"一一--一一て←，-一一ーーーー一回一一ー一ー、，

、・.-ー
.3'01 、¥
-一ーーー占『曹三ご・ー一一

<'0 >0 

'0 '0 

/ 3 4 2 3 2 

~ 3 動 搭 型

83 

I ( 

描

ノ0

f J 2 

この型に属する問題は最も多く 15題に上っている。さらに，それぞ2つの類型に分けることが

できる。一つは山形になるのであって， 2年で上り 3年で下る型である。 このようになるものは4

題あって，国語の「問題2J社会の「問題4Jの(1)，数学の「問題5JI問題9Jである。もう一

つは谷形になるのであって， 2年で下り 3年で上る型である。このようなものは9題あって，社会

の「問題3Jの(1)， (3)， (4)， (5)， (8) r問題4Jの (3)，(6)数学の「問題6J理科の
「問題12Jの(4)である。なお，その他に，多少の上下はあるが，殆んe<3年間変らないものと

して社会の「問題4Jの (4)理科の「問瞳12Jの (2)の2題があげられる。

中学生の学力調査のE答率の低いものにこのような型の問題が多い， ということには教育上多く

考えなければならない問題がある。

動揺型の第1の山型になる問題は， 2年で学習の効果があらわれたが3年でまたもとにもどった

ものと考えてよいであろう。それに属するもののうち国語は，定時制と職業課程がそのような山型

になるので，その他はまず3年聞大して変りはないとみなすことができるようである。社会の円喝

題4Jの (4)I憲法の改正治承認する」権限をもつもの栓きく問題である。もっとも，ここでは，

定時制では2年で下り 3年で上り 4年で少しく下るという形をとUっている。数学の「問題5Jは，

文字式に数値身代入する問題である。定時制が2年で下り 3年， 4年と上るのと普通課程が下降型

になーっている他は山型にな拶っている。「問題9Jはピタプラスの定理砂っかいあ1=えられた数表沿

っかつて楠聞をするか，平方根を詐算でこ辺のあすこえられた車角三角形の斜辺の長さを求める問題

ト
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である。この問題の正答率は中学生のそれと大きなひらきはない。定時制暑のぞいては山型をなし

ている。そして，全日制・普通課程・男子では3 年ではやや下るが，大体同じ水準~tこもってい

るということができょう。定時制では， 1， 2， 3年と中学校の10%という正答率より低く殆んど

0.5%であるのが4年で20%に上っている。職業課程及び女子で対称的な山型になるということ， 、

即ち2年でかなり上つfこものが3年でまfこもとの1年のときの状態にもどってしまうという現象は

注目すべきことである。職業課程では， 1 年では中学生の正答率 12%~下る 2%であ也ったのが 2年

で32%に上ったのが， (それは普通課程の2年と同じ値であるが)3年では1年と同じ2%に下っ

てしまっている。女子は， 1年では中学生と殆ど同じであaった正答率が2年は25%に上るが 3

年ではまたもどってしま“っている。

問題 2.次の文を読んで， ( )の中の正しν・のをのとして他を消せ。

現実の経験をE し〈ったえるといろ ζ とは，むずかしい。それには清らかなすんだ目と，雑音によって

乱きれない心の落つきがいる。すぺてを受けいれながら，しかも周囲からしらずしらずに強調される観点

に対して反抗するだけの，ひかえ自な自信がな〈ではならない。(との ζ とだけで その立場Kたヲて

そういうものが こうしたものを〉外国でとりとになって生活しながら持ちつづけるとるは，よほどむず

かしいととにちがいなν、。それができる人には，まず人間的に敬意を表した〈なる。

(o] 2. (国}
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問 題 3.次にわが国の歴史にあらわれたととがらが 1から B玄で欝かれている。それらのととがらは明治

以前，明治から終戦時まで，終戦以後の3つの時代のいずれに掃するかを答えよ。それが明治以前の場合

にはA.明治から終戦時までの場合にはB.終戦以後の場合にはCと，おのおののことがらのうしろにあ

るく〉のなかに記号で書き入れよ。

1. 地方自治制がはじ占うられた。( ) 
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4. アメ Pカとはじめて条約を結んだ。( ) 
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8. 義務教育制がはじめてしかれた。( ) 
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問題 4.天皇，国民，国会，内閣，最高裁判所にはそれぞれの権限が憲法によって与えられている。次の
1から6までに示されている事柄は上の中θいずれの権限であるかを答えよ。それが天皇の格限である場

合にはA.国民の場合にはB.国会の場合にはC.内閣の場合にはD.最高裁判所の場合にはE.おのお

のの事がらのうしろにある( )のなかに記号で帯告入れよ。

1. 憲法の敬JEを承認する。 く 〉
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3. 条約を締結する。( ) 
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6. 内閣の指名に基いて最高裁判所の長を任命する。( ) 
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問問 5.a=3， b=-2c=戸 114として次D計算をせよ。
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問題 6.次の式をできるだけ簡単にせよ。

(イ) (_x)Z・(_x)a・(-x)'=I 
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問(6)c-o (数)
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問題 9.斜辺白長さ 24m古車角をはさむ一辺の長さ 17mの直角三角形がある。他の一辺の長さを mで

小数第一位まで求めよ。，_____Im
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問 題 12. 次の 3 つの凶は，光が反射した~，屈折したり，色々に分れたりする主うすをあらわしたもので

ある。これらのうち正しいものには0，まちがっているものには Xを，番号のうしろにるるく〉に記入

せよ。まちがっているものは正しい悶に直せ
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以上はアスト問題の性質から.6つの型を検 表

討してみたのであるが，すでに随所でふれたよ |上廻り帥|四 P付

うに学校及ひ課程の種別，性別によって学力変一一一一一一一ー一一一一一一一 一一一

還の型があるのではないかという問題が提起さ

れる。この問題そ明かにする7こめに，ヨたに学校

(全日制と定時制)課程(普通と職業)性5J11と
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偶
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これらの型との献を示してみる。 三一一一一工| 19L___8_ 
表 n (記号は問極番号を示す〉
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これで見ると，全国平均を上廻るものは，学校としては定時制よりも全日制に多<，課程として

は職業課程よりも普通課程に多く，女子よりも男子に多い傾向を示している。(表1.)これは一般

に学力の相違と呼応している。そして上昇型のものもこれと同様の関係をあらわすが，同一集団中

L ではいずれも動揺型をなす問題が最も多く，上昇型より下降型を示す問題が多くなっている。そし

て動指型のものは特に定時制と職業課程に多い。(表.n.I.IV)そこで，これらの現象はどのよう

に解決すべきであるカ、が問題になる。

さきに述べたように，学年は同一個人の継続年令栓示すものでないから，学力素養の発遣を示す

ものとはいえないから，特にその動揺沿示すものは，他に学力に影響そ及ぼした学習条件のあるこ

とが仮定される。いずれの場合にも，さを国平均そ下廻るものは，この年令の生徒の学習能力の限界

を示すものとも考えられるが，ある場合には，上昇するが，ある場合には下降すでるようなものは，
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生徒の学習能力によるものと考えるよりも.学習条件の相違によるものと考えられるであろう。例

えば，中学校から現在に至るまでに，それらの問題に関係する知識が教えられなかっfこ場合も考え

られるし，ますこ教えられでも効巣がなかったことも考えられる。一般に定時制と職業課程の場合に

動指型に属するものが多いのは，問題は一般教育に関するものであるから，学校の教育部桂や教員

の定数などの学習条件に主協容されているのではあるまいか。

なお，この結呆から問題となることは，中学生の全国平均ぞ上廻るものにしても，生徒の平均学

力から見るとー，二の例を除いて.1E答率がω%以上には昇らないことである。これらのテスト

問題は義務教育修了者にとっては必要な基礎学力として認められたものであるが，これが高等学校

の生徒においても平均60%以 l二の正答率を示さないようなものであるとすれば， その要求が安当

でないか，即ち生徒の学習能力の限界栓越えているものか，教師の指導力ますこは指導法に問題があ

るかである。これは高等学校の教育にとって大きな問題であり，ことに~、ずれの場合にも，上昇型

よりも下降型そ示す問題が多いことは生徒の学習能力とどのような関係があるかぞ考えてみなけれ

ばならない問題である。

第五章要 約

本調査の結果から，大学と高等学校の教育的連関について，特に考うべき問題は，ヨえの如き事実

であろう。

1 . 大学へ進学ぞ希望し受験したものの高等学校の種別を見ると， 全日制普通課程89.2%. 同

職業課程3.1%.定時制課程1.8%.不明5.9%で，大学進学の志望においてー大きな学校差が生じ

ているが，更に合格者の人数から見ると，全日制普通課程732人に対し，同職業課程14人，定時制

部程1人である。これでは教育の機会均等毎回的として制定された6.3. 3の単線型学校体系の趣

旨は徹底していないわけである。この現状に対しては，本来の趣旨金徹底させるか，中等教育の目

的;a.再検討する必要があるかが問題となるであろう。

2. 大学への進学率は市部と郡部とで相違している。受験者は市部では75.6%で，郡部では24.

4%であるが，合格者は市部で80.6%.郡部で19.4%となる。近代の文明は都市化された文明で

あるといわれるが，北海道のような未開発地の文化は未開発の地域を開発して行く文化でなければ

ならないとすれば，地域社会の文化と地方人の教養を高めるための高等教育の普及が必要であろ

う。このような観点から見れば，大学教育与を受ける機会はもっと未開発地域の青年に恵まれなけれ

ばならないであろう。北海道大学も札幌農学校時代には北海道開発の中心となって人材そ養成した

が帝国大学のーっとして数えられるようになると，地域社会を超越して，学生も広く全国から集ま

るようになり，北海道のfこめの， また道民の7こめの大学という性格が稀薄になってきk。これは一

般にいわゆる有名大学の性格ぞあらわすものであるが，このような大学の存在は地域社会のために

どのような意義ぞ有するかが問題になる。

3. 北海道大学を受験したものは同時に他の大学も受験しようとしているが，道内の大学そ受験

するもの1406人 (54.85め，道外の大学ぞ受験するも 1157人 (45.25めで，約半数のものは道外

の大学を志望している。そしてそれらの多くは私立大学であり(第1弐報告，紀要.2.20頁参照)，
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これは私立大学の学生募集宣伝の効巣で色あろうが，地方民のための高等教育には可なりの無駄が

あるように思われる。:最近， Community Collegeの1必要が認められてきれが，北海道などには特

にその必要が感せrられる。

4. 北海道大学の受験生で，他の大学を受験する場合!こ，同じ学部を志望するもの49.1%に対

し，違った学部ぞ志望するものは26.0%である。 これはー大学へ進学しようとするものは， 大体に

おいて将来の進路沿定めているものといえよう。受験生について入学後の志望を調べ、てに結果は，

希望の学部を定めていないものは文類で、28.65弘現類で32.6%であるが，合格者について調べfこ

結巣は，文繍で1.8%，醜類で2.3%にすぎ.なくなってU泊。大学へ入学するものの大部分が希望

の専門課税や定めているとすれば，大学を両ii胡と後期に分け，前期の一般教義時代で将米の専門課

程を選ばすということは余計な心配のように思われるb大学に入学してから， どのような専門謀離

や選ぶかは高等学校において指導すべきではあるまいか。高等学校における進学指導が単なる受験

準備の教育であるかのように考えられていることに問題がある。

5. 大学の定員は学部制に定められている。受験合格者はそれら定員の総数によって決定される

のであるが，その合格資格を北海道大学のように学部別に決定しないと，入学者の希望学部とその

定員とに喰い違いが生じてくる。北大の場合では，定員ぞ超過する学部は医学部・工学部・経済学

部で，水産学部・獣医学部・教育学部の如き新設学部では定員に対する希望者の率は0.05以下に

なっている。その結果は，当然一般教養部から学部へ移行するときに，希望学部へ移行できない学

生の指導に問題治生ずる。

6. 新制大学では一般教育が重視されるようになっfこが，大学の一般教育と高等学校の一般教育

(普通教育〕とはどのような連関をもっているカ、が問題であるの受験生の受験科目と履修科目との

関係者旨見ゐと，高等学校の進学指導は都備教育に外ならず， そCの)1七こめに高等学校の教育諜程程eは子不Tドζ合

理なものと 7なよりt)，生徒の学習態度も有不之徹底になつていゐようで

7. これらの事情によるかどうかは疑問であるが，普通教育にとっては必要な教科と認められる

国語・社会科・数学・理科に関する基礎的な学力が甚詑不足しているようである。これは普通教育

の完成を目的とする高等学校の教育にとってはゆゆしき問題である。ことに教育の機会均等巻目的

として設置された定時制高等学校の教育が不徹底なものになっていることは反省すべきことであり，

特に高等学校における普通教育と職業教育との関係については研究を要する問題が遣されている。
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To clarify these various “structure of living，" 187 children at school in a fishing village 
were examined by 21 questions. 

The structur，回 ofthese 187 children were classified into 8 types by the type of the 

“structure of living." Each of these 8 types shows a characteristic di任erenceand is cor-

re1ated with the socia1 status， profession， and the standard of living of the child's family. 

The 1st type is most expanded in its sphere of the “structure of living" and on the 

contrary the 8 th type is the most limited. 

From the Jst type to the 8 th type the sphere becomes smal1er and smaller. 

The children of the 1st type make the best progre踊 inthe 1essons at配hoo1but those 

of the 8 th type make the 1east. 

The Positioo of the High School 00 the Educatiooal Ladder 

-Secood Report-

By Mantaro Kido 

This is the second report on the research carried out as a joint study by the members 

of the Faculty of Education， Hokkaido University. 

The aim of this study is to make cIear the character of the present-day high schoo1 

education and its re1ation to higher education. 

First of all， an attempt was made to find out the subject for future consideration by 

analyzing the present state of high school education. 

For this purpose， investigations were made two times during the past one year. 

The first pre1iminary investigation was carried out in March 1954 to make clear the 

condition of high配hoo1education given to the applicants for admission to Hokkaido 

University. 

The second investigation in Ju1y covered 3 high schoo1s at Iwamizawa city in Hokkaido 

for the purpose of making clear the present state of the scholastic attainments of high 

配 hoo1students. 

The most important facts found out up to now by this study are as follows; 

1. The present-day high schoo1 curriculum does not fit students'配holasticattainments. 

2. The connection between high school curricu1um and that of higher education is inade-

quate. 

3. <fhe entrance into the university of the students from the professional course in high 

schoo1 is. becoming difficult. 


